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第６０号 

 

執筆者 

＠短信 

 

 

田中 千晶 新連載 

保育現場で働いていた頃、日々なにか

文章を書いていました。指導案、その日の

覚書、子どものちょっとしたつぶやきのメ

モ、お帳面のお返事、クラスだより…ここ

数年は「ドキュメンテーション」と呼ばれる

写真をメインとした保育内容の共有方法も

多かったような…。あとは子どもたちとの

お手紙交換！まぁこれは書き物というより、

娯楽というか、趣味というか…（笑）当時は

書き物に追われるあまり、タスクを潰すよ

うに「なんか書いとけ！」と自暴自棄にな

っていたことも多かったのですが、毎月末

に発行するクラスだよりはていねいに時間

をかけて書いていたように思います。子ど

もの姿を思い出して手が進んだり止まった

り、自分の保育を振り返り、気持ちが浮か

んだり沈んだり、サクサク進む書類ではな

かった分、今まで発行してきたクラスだよ

りは捨てずに保管してたまに読み返して

います。 

 

 2024 年からは大学院生になり、やれレ

ポートだ、記録だ、修論だと相変わらず文

章を書くことに追われる日々を送っていま

す。しかし、自分が子どもと関わる中で感

じたこと、子どもの姿を記録することはめ

っきりなくなってしまい、なんだかさみしい

１年間だった気がします。 

この連載を期に書き物を通して子どもと

向き合うことを再開したいと思います。初

連載、よろしくお願いします。 

 

森で出会えば･･･ 

P312～ 

本林 友梨 連載第二回 

先日、所属する都道府県の臨床心理士

会で、日々の臨床における多重関係の困

り事について話題提供させていただきまし

た。それぞれの先生方が持つ背景（養成

大学院、臨床領域など）によって、様々な

多重関係の捉え方がありました。「自身の

境界をちゃんと持っていたら大丈夫」、「そ

んなに気にしなくても大丈夫」、「長いこと

臨床やっていたら気にならなくなる」など、

励まし？元気づけてくれている？にもとれ

なくもない意見もありましたが、「クライエ

ントから発表会を見に来てといわれてしま

った」、「プレゼントを持ってくることがよく

ある」など、多重関係に関する倫理的なと

ころ（境界）に悩む先生方も確実にいらっ

しゃいました。 

私の印象では、経験が長い先生方から

は励まし？のような意見があり、比較的経

験が浅い先生方がこの種の問題を切実

に抱いているようでした。心理臨床に関す

る多重関係の影響はどうかはこれからで

すが、やはりこの問題に向き合う価値を感

じました（中には、「心理士になる時点で生

活者としての自分を制限する覚悟はでき

ている」という先生もいらっしゃり、自身の

覚悟のなさを恥ずかしくも思いましたが

…）。 

 

心理臨床における多重関係を考える 

Ｐ308～ 

高名 祐美 

もうすぐ 65 歳になる。法律でいう「高齢

者」の仲間入りだ。もうすぐ介護保険証も

届くだろう。母は 61 歳で亡くなったので、

母の年を超えて生きている。娘二人は家

庭を持ち、5 人の孫にも恵まれて「ばあば」

としての人生も生きている。そんな節目に、

これからをどう過ごしていきたいかを考え

てみる。 

まだまだ現役のソーシャルワーカーとし

て個別支援にかかわって行きたい気持ち

はあるが、そろそろ引退すべきなのかとも

思う。なにかに追われている日々はもうお

しまいにしたいと思う反面、それはそれで

寂しいようにも思う。夫は「いつまで仕事を

するのか」と言う。しかし、長女がこう言っ

てくれた。「お母さんは仕事が生きがいな

んだから。仕事をやめたら死んでしまうよ。

好きなだけやるのがいいよ」と。そうなの

か、自分は仕事を生きがいにしてきたの

かと気付かされる。 

 年のはじめに立てた目標は「楽しむこと」。

趣味を楽しむ時間を大切にしたい。来月

から、孫と一緒に琴を習い始める。ゆった

りとした気持ちで琴の音色を楽しめるよう

に取り組んでいこうと思う。 

 

スクールソーシャルワーカーの 

仕事 

P241～ 

水野 スウ 

２月のある土曜日、学童の子どもたち

に憲法のお話をしました。私が出かけてい

く出前ではなくて、愛知県からはるばる電

車をのりついで、学童の小学５、６年生が

親ごさんたちと一緒に石川まで来て、わが

家で私の話を聞いてくれたのです。 

 この 10 年間、憲法のお話の出前にたく

さん出かけ、時に子どもや若い人たちに

向けて話すこともあったけれど、私のホー

ムグラウンドで憲法を聞いてもらう、なん

て機会はほんとにまれ。なので今号は、

「子どもたちに、憲法と紅茶の時間の話＠

紅茶の時間」の誌上実況中継、というスタ

イルで書いてみました。限られた時間内で

小学生に憲法を語ることも、それをできる

だけ実況に近い形で文章化することも、と

もにチャレンジング。このマガジンだからこ

そできる試みかも、と楽しみながら書いて

みた！よ。 

 学童クラブでは、お話会翌日におとなた

ちも混じってのふりかえりの会をしたそう。

後日、その音声を聴かせてくれました。へ
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え〜、そんな風に感じたんだ、あの言葉、

ちゃんと受け取ってくれてる、と何度もほっ

ぺがゆるみ、はっと気づかせられ。ふりか

えりタイムの最後は、学童の先輩たちが

つくって園に残してくれた学童憲章を、どう

自分たちのものにしてどう引き継いでいっ

たらいいのか、子どもたちが真剣に話しあ

ってた。やるなあ、子どもたち。 

 話した私と、聞いた子どもと大人たち。一

人ひとりのリスポンスを聴かせてもらい、

それに対する私からのリスポンスが今回

のマガジン原稿なわけで。ああ、ここでも

その日手渡したキーワード、「行ったり来

たり」の循環が起きている。 

 憲法についてはこれまで何度もマガジン

に書いてきましたが、実況スタイルははじ

めて。私にも新鮮な体験でした。読んでい

ただけたらうれしいです。 

 

きもちは言葉をさがしている 

P98～ 

馬渡 徳子 

2025年 元旦の 16時 10分。 

私は、友人の高名祐美さんの夫様がご住

職を務めておられるお寺が、鎮魂と復興

を祈る鐘を鳴らされることを伺い、能登に

向けて黙祷・合掌した。 

 とりわけ前日からその時刻を迎えるまで

は、胸がざわざわして落ち着かなかった。

結婚 41 年目にして、初めておせちもつく

らなかった。記念日反応と言うらしい。 

 ご近所のどなた様とも、「あけましておめ

でとう」のご挨拶はなく、皆さん一様に「(無

言で礼)・・・今年は良い年になりますよう

に」だった。 

 そういえば、12 月から年賀状欠礼では

なく、今回は年賀状仕舞いの葉書を沢山

いただいた。LINE も元旦はゼロ件で、2日

の夕方に集中した。 

 1 月 6 日 子ども食堂には能登の半壊

状態のままの祖父母宅や、仮設住宅に入

居となった祖父母の下に帰省したりした子

どもたちが来所した。帰省先には、まだ上

下水道が完全復旧していない地域もある

ことから、希望者にペットボトルと簡易トイ

レをお持ち帰りいただいていた。 

 「のとのひいばあばに、あいにいったよ。

おはかまいりはできんかった。おみずもっ

ていったよ。」 

 「おとしだまに『てんごくのひいじいじより』

とかいてあった。おてがみかいたよ。」 

 「やっぱりぼくは、のとへかえりたい。の

とのほいくえんとがっこうへいきたい。パパ

とママにいうたらだめやよと、じいじにいわ

れたけど、パパにいうたんや。」その後、

パパは能登の保育園に連絡し、「卒園写

真を撮るときに連れてくるので、混ぜてや

って欲しい。」とお願いされていました。

「卒園式がかぶったので、改めて連れてく

るとのこと。卒園証書と卒園写真をお渡し

します。実は、パパはここの卒園児です。

自分の気持ちをパパに言えて良かった。

パパは嬉しかったと思う。」とその保育園

からご連絡をいただきました。 

 勤務先の保育園には、一方の親が職業

特性のため被災地を離れられない二次避

難継続中の子どもたちもいる。「ばいばい

するとき、みんなないとった。ぼくも○○も

△△も、じいじもばあばも、みんなさみし

い。」登園初日に「はばたくとり」の折り紙

を持ってきた。「これしっとる? はばたくとり

っていうげんよ。かなしいことやこわいこと

があったら、これをうごかしたら、こころに

まほうがかかってふきとばしてくれるげん

て。いっこ、あげるね。 

 

 私は、その「はばたくとりの御守り」を保

育園において、「今日も安全に過ごせます

ように。おもしろいことがいっぱいあります

ように。」と声をかけている。 

 なんと、その子が、ふいに「きょうわすれ

たし、ちょっと、かして」と言ってきて、その

後にきょうだいや友だちに魔法をかけてい

る。そんなわけで、ひとり占めできないで

いる。(笑) 

 今号は、本文をお休みいたします。 

 

馬渡の眼 

休載 

乾 京子 

トランプ大統領になって、一か月余り、

（えっ、冗談でなく本気？うそでしょう？）と

いうようなことが次から次に起こっていて、

目を耳をふさぎたくなるような事ばかり。テ

レビや新聞を見るたびにうんざりしていま

す。ドイツも極右政党が議席をのばしてい

るとか。ガザやウクライナに真の平和がや

ってくるのでしょうか？その間にも氷河が

解け、南極から巨大な氷山がオーストラリ

アに近づいているとか。‥‥大きなことは

見ないでおこう。近場のちいさなことに喜

びを見出そう。・・・・腰痛や膝の痛み、身

体のあちこち痛くなって、ついつい引きこ

もりがち。ますます近視眼的老人になりそ

うです。困った！困った！ 

 

じゃりんこ文庫 

P305～ 

宮井 研治  

久方の孫近況をお伝えする（したいだけ

ですが）。彼も齢 3 歳を過ぎ、よく笑い、よ

く食べ、成長曲線は身長体重とも、平均を

大きく上回っている。たまに、じいじが調子

に乗って抱っこでもしようものなら、ズシリ

と成長の重みを体感させられる始末であ

る。この間の最大のエピソードとしては、

妹の登場であろう。人生最初のライバル

の登場である。彼の運命や如何に！であ

ったが、安泰である。彼の内面は推し量れ

ないが、兄妹仲の滑り出しは好調である。

兄は鼻水を垂らしながらも、事あるごとに

妹に頬をすりすり（親は感染症対策の観

点からヤキモキ）。妹も齢 6 ヶ月であるが、

兄を目で追いかけ、声にならない喃語を

投げかけている。たまにじいじと目が合う

と泣く。認知の発達を目の当たりにするじ

いじであった。 

そんな彼の成長譚をひとつ。YouTube

などの動画で、話が展開するときに、‟ドド

ン！”という効果音が使われるのは御存じ

でしょう。孫にウケるので、なにかというと

孫との会話に‟ドドン！”を、多用しており

ました。ドドン、ドドンと乱れ太鼓のように。

ある日、孫から指摘を受けます。「じいじ、

ドドン、ドドン言い過ぎ。ドドンはいつも言

わないよ。」といった内容でした。この効果

音の使いどころを、齢 3 歳にして理解して
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いるということが即座に伝わってきました。

そして、その解説力。恐るべし、3 歳児！

さすが、わが孫なり！ 

 

 人生は対応のヴァリエーション 

P300～ 

山岸 若菜 

今年は京都にも雪がよく降っています。 

少し積もった日があり、小 6 の子どもと雪

合戦をしたり雪だるまをして遊びました。 

はじめは普通に雪を丸めてぶつけ合うだ

けだったのが、『水を含ませると硬くなる』

と気づき始めると、寒い中公園の水道で

わざわざ雪に水をかけ、周りも水やのに

なぜあえてまた水を・・と思う大人の気持

ちなんて知ったこっちゃない感じで必死で

硬い雪弾を作ってはぶつけてきました。 

その硬いほぼ氷弾は当たると痛いわベチ

ャベチャになるわで、思わずこちらのテン

ションも高くなり思いのほか楽しかったで

す。 

 

たまにしか雪が降らない土地はこんな悠

長なことを言っていますが、雪の多いとこ

ろは大変だったことでしょう。 

早く暖かいでも暑くない季節にならないか

なと待ち遠しい思いです。 

 

ある訪問看護師のあたまの中 

Ｐ296～ 

内田 一樹 

先日、足を捻挫しました。捻挫してす

ぐはあまり痛くなくいつも通り過ごした

のですが、翌日、翌々日と痛みが酷く

なり歩けないほどになりました。病院を

受診したところ、骨は折れていないそう

ですが人生で初めてのギプスと松葉杖

生活を 2週間ほど（予定）送ることとな

りました。自分が松葉杖生活をしてみ

ると世の中の見え方が全く変わりまし

た。なぜこんなにも段差が多いのか、

駅の改札等で手間取ると申し訳なく感

じ、一方で誰かにケアされようとすると

なかなか素直に受け取れない。ちょっと

した新しい発見でした。当事者になって

みて気づくことがあるのかもしれないけ

れど、一方で当事者にならなければ気

づけなかった想像力の欠如があったか

もしれません。 

さて 2024年 12月、「東北と復興」で

は 3年目で初めての福島県浜通りスタ

ディツアーを実施しました。今回はその

事前学習とスタディツアーの報告、生

徒達の学びとそこから生まれた問いに

ついて書いています。 

 

社会科の授業を対人援助学の 

視点から 

P273～ 

櫻井 育子 

いよいよ 2025年が始まった、というの

を感じたのが最近。年を越したんだか開

けたんだか分からないうちに 3月になって

しまった。教員を辞めてから 9年経つとい

うのがちょっとびっくり。なんとかここまで

生きてこれたから、これからもなんとかな

るのだな、という感覚になって最近はさら

に調子に乗っている。「調子に乗る」という

言葉を使うようになって、さらに調子に乗

れるようになった。言霊。出会うことも、話

すことも、表現することから始まるのだ、と

思う最近。 

生涯発達支援塾 TANE代表  

shukou0122@gmail.com 

https://ikuko-sakurai.com 

 

わたしはここにいる 

P268～ 

鳴海 明敏 

県庁職員を定年退職した翌月に新規開

設された、情緒障害児短期治療施設（現

在は、児童心理治療施設）の園長を引き

受けてから、１5年目に入っています。 

園長室には「こかげ」という名前がつけ

られています。ということで、サブタイトル

は「こかげのにちじょう」とします。紹介す

る子どもたちについては、それなりのカモ

フラージュを施しています。 

昨年９月の末に、軽い脳梗塞を患って、

１０月の初めに２週間ばかり入院しました。

現在は、退院して職場復帰していて、車の

免許の更新も無事に終わりました。 

私は現在、施設長と法人の理事長を兼

務しているのですが、園長の仕事は、施

設開設以来一緒にやってきた「初期メンバ

ー」の一人で、現在支援課長をしている方

に引き継ぐことにして、４月からは、理事

長に専念することにしました。 

園長を引き受けた時から、いつどんなタ

イミングで、誰に引き継ごうかと思案してき

ましたが、今回倒れたことで、スムーズに

決断が出来ました。 

２月の２０日、２１日は、名古屋市で全

国施設長会議が開催されたのですが、こ

の３月で園長を退く方が８名おられました。

その方々と一緒に退任のご挨拶も出来て、

良かったです。 

県職員として３８年、施設長として１５年

でした。その間、仕事優先で、子育てから

何もかも、奥さんに支えて貰った５３年間

でした。今思い返せば、仕事を口実にして、

いろいろなことから逃げてきていたんだな

あと思いました。これからは、奥さん孝行

に励もうと思っています。 

施設長だから、ということで引き受けた

連載で、タイトルもそのようにしていたので、

これからどうするか、少し思案したいと思

っています。 

 

児童心理治療施設の園長室から 

～こかげのにちじょう～ 

P266～ 

高木 久美子 

以前 1 週間程度の入院をした時、退院し

た帰宅時に玄関に出て来た飼い猫は、全

身を総毛立ててシャーッと私を威嚇しまし

た。今回はそれより入院期間が長かった

ので、飼い猫たちは私を忘れてしまってい

るのではとそれが一番の心配でした。でも、

今 4 匹いる猫たちは、こちらが拍子抜け

するほど自然体で、大歓迎もない代わり

にシャーもなく、まるで昨日もママはいた

よね、今日もいるよね、それよりトイレ片づ

けてと、そんな感じのあまりの何気なさに、

mailto:shukou0122@gmail.com
https://ikuko-sakurai.com/
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諸々に身構えていた私は肩の力が抜けて、

猫のおかげですっと日常生活に復帰でき

たような気がします。1 回の休載で無事戻

れて、しかも 60 号！に書くことができてと

ても嬉しいです。 

 

ヨミトリとヨミトリ君でご一緒しましょ！ 

P257～ 

畑中 美穂 

焼き物の窯の多くある小さな城下町に

でかけて器を買い求めた。大きめの湯呑

みといったサイズで、持ち手のついていな

いティーカップという雰囲気。“出会い”が

なければ買うつもりはなかったが、おもし

ろいものでその器は私を待っていたように

“そこ”にあった。棚に並ぶ器はたくさんあ

るけれど、どうしても“これ”なんだな。 

そういえばずいぶん前にインドネシアの

小さな店で、シルバーの台に瑠璃色の石

のついた指輪をみつけ、悩んだのちに「少

しサイズも大きいからな」と買わなかったこ

とがある。でもどうかな、そのことはちょっ

と後悔している。海よりは濃く、たくさん泳

いだプールのタイルと同じ色。でも後悔す

るくらい、心に残っているのも確か。「そう

いうのもいいのかもしれない」と思いつつ、

両手で持つ器のミルクティーを飲む今日。 

 

一語一絵 

P243～ 

山下 桂永子 

二日前から鼻水がフリーフォールです。

とめどがないのでこの文章もティッシュを

鼻に詰めて書いております。今のところ花

粉症は発症していない（はず）なので、風

邪かなあ久しぶりだなあと思いつつ、熱を

測ってみたら、37.2°と微熱があり、どうや

ら風邪のようです。それにしてもいつから

いつのまに毎朝体温を測らなくなったので

しょう。2020年の 2月ごろからは毎日測っ

ていたはずなのに。良いことを続けること

は大変なのに、良いことをやめることや悪

いことはあっという間に習慣化してしまう

恐ろしさがあります。  

対人援助マガジン 60号おめでとうござ

います。これからも末永く続きますように。

私も続けられますように。内容とは関係は

ないのですが読んで頂ければ幸いです。 

 

先月、両親と言った 

雪の白川郷が最高でした。 

 

心理コーディネーターに 

なるために 

P158～ 

渡辺 修宏 

ついにきた。これが老眼か・・・。なるほ

ど、世間が騒ぐわけだ。メガネをはずした

り、つけたり。従来どおりには本を読めな

い。いろいろ不便だ。 

 

対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ246～ 

米津 達也 

息子の大学受験がようやく終わった。

最終的に彼の希望するところにいけるよう

だ。努力は常に報われるとは限らないが、

その努力は必ず何かを変えてくれる。努

力できるだけの環境も必要だが、与えら

れた環境は運に左右される。じゃあ、人生

は運任せかと言うとそうでもない。日々、

選択できることはあるはずだ。ここ最近、

ランニング頻度を増やした。寒さは厳しい

が、この瞬間、走るか走らないか、それは

私が選べる人生だから。 

 

川下の風景 

Ｐ239～ 

玉村 文   

育休コミュニティで過ごしてきた時間も、残

り 2 ヶ月を切りました。4月には復職予定

です。先日、このコミュニティで団先生をお

招きし、「物語から学ぶ家族力」という 1時

間のオンライン講座を開催しました。中国

やフィジーからの参加者もおり、駐在帯同

中の方々にもご参加いただきました。講座

では、「木陰の物語」の紙芝居 3作を団先

生に読み解いていただき、その後、参加

者同士で感じたことを語り合いました。 

対人援助職ではない会社勤めの方が多

いなか、「家族を学ぶのは初めてだった」

という声や、「木陰の物語に触れ、思わず

涙がこぼれた」という感想が寄せられまし

た。アンケートにも、多くの気づきや心の

湿度を感じる言葉が並び、家族について

学ぶことが、人の心に深く響くことを改め

て実感しました。 

今回の企画を通じて、私は「家族を学ぶこ

とはおもしろい」「自分の家族を振り返る大

切さを、対人援助職以外の方にも伝えた

い」「コミュニティの枠を超えて価値を届け

たい」「働く母親たちを応援したい」という

思いを再確認しました。 

これからも、越境と共創を大切に、家族に

ついて学び、語り合える場をつくっていき

たいと思います。そんな今回のマガジンの

テーマは「帝王切開」。経験者同士で「帝

王切開のお産のふりかえり」をしてみての

気づきをまとめました。 

応援 母ちゃん！  

P231～ 

川畑 隆  

 年に３回ほど高知県の四万十市に仕事

でお邪魔しています。京都から岡山まで

新幹線で１時間、岡山から在来特急の“ア

ンパンマン列車”で高知まで２時間３０分、

そこから乗り継いで中村まで１時間４０分、

自宅を出てから６時間弱の長旅です。伊

丹から高知まで飛行機も利用できるので

すが、竜馬空港からのリムジンバスが数

少ない特急電車に間に合うかどうかが微

妙で、結局ＪＲ＋くろしお鉄道のお世話に

なっています。 

 瀬戸内を渡り、丸亀製麺発祥の地（丸亀

のことをこう書いたのですが、編集長から

「それは誤解で、丸亀製麺は加古川創業
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の焼き鳥屋から展開したうどん屋だ」とご

指摘を受けました。浅慮自戒と感謝）を過

ぎ、大歩危・小歩危（おおぼけ・こぼけ）を

経て、仁淀川、ほんのちょっとの太平洋、

そして四万十川を観て終着です。そういっ

た景色が“おいしく”て、車窓を眺める時間

が圧倒的に長かったのがだんだん短くな

り、読んだり聴いたり以外はウトウトと退

屈が大部分をしめるようになって、その次

は映画やドラマの録画持ち出し。映画を

続けて３本も観るとそれ以外何も見てなか

ったってことになったりしながら、この没頭

からもだんだん解放されてくると、またボン

ヤリと景色を眺める時間が増えてきてい

ます。 

 出かけたら当然帰らなければならないわ

けで、考えてみればナント贅沢な往復１２

時間。ちょうどよい過ごし方のバランスを

手に入れてきているんだと思うんです、え

え。 

 

 私のあたまの中のケシゴム 

Ｐ226～ 

杉江 太朗 

児童福祉領域で働く杉江と言います。

絶賛営業中のカフェ・ドゥ・スギエ(職場に

コーヒーメーカー置いてる)ですが、現金一

択というこのキャッシュレスの時代に逆ら

った経営をしております。１杯 60 円(今は

タイムセールで 50 円)から飲めるのです

が、支払いが現金のみのため、小銭が多

く貯まります。今や小銭の入金には手数

料がかかるため、その取り扱いに頭を悩

ましている経営者は私だけではないはず。

そんな中、ついに新札での支払いがあり

新鮮な気持ちになりました。今さらと思わ

れる方もいるかもしれませんが、私自身、

普段は現金を使わない生活をしています。

パーキングにとめるときに、支払い方法が

現金のみと気付かずに後から ATM まで

走ったことがあります。小銭の処理に困り

ながら、小銭がなくて困るという需要と供

給を一人で成り立たせています。 

 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ219～ 

浅田 英輔 

「第四四半期はないようなものだ」と言わ

れたことがあるが、師走以上に時間が経

つのが速く、もう２月が終わる。トシをくうと

時間がはやいともいうが、本当にそれを

実感している。大学院生に「行政にいる心

理職」として話す機会があったが、自分の

これまでの仕事をパワポにして何をしてき

たか説明するのは面白い体験だった。プ

レゼン資料を作ってみるとよいですよ！ 

 

臨床のきれはし 

Ｐ122～ 

三浦 恵子 

 

「人の砂漠」（新潮文庫 沢木耕太郎氏）

のなかに収められた「棄てられた女たちの 

ユートピア」で登場する女性自立支援施

設「かにた婦人の村」（ベデスタ奉仕女の

家）の新居住棟が完成しました。日本で唯

一長期入所が可能な婦人保護施設（当時

の名称 困難女）として開設したのが１９６

５年、私が「人の砂漠」でその活動を知っ

た時はまだ学生でした。あまりに過酷な人

生を送ってきた女性たちや、それを支援す

る人々の姿勢に圧倒されました衝撃を受

けました。 

奉職後、別の地域の婦人保護施設と関

わる際などに「かにた婦人の村」の活動を

思い浮かべながらも、直接の接点はあり

ませんでした。しかし、新居住棟の建築資

金を募るクラウドファウンディングが開始さ

れたという情報に接しました。これは私的

なことですが私はある節目の年を迎えて

いました。お祝いと称した豪華な食事など

個人的なモノに費消するのではなく、後々

に残ることをしようと考え、少しですが家族

でクラウドファウンディングを気持ちを寄せ

ました。資材の高騰などで予定より費用が

嵩んだ際にもさらに支援をいただく機会が

ありました。婦人保護施設は、令和４年に

制定された「困難な問題を抱える女性の

支援の関する法律」が令和６年４月に施

行されることに伴い、女性自立支援施設と

いう名称となり、支援の内容もより充実し

たものになっています。 

自立支援は施設のなかだけではなく、

社会の側も変わっていかないと難しいと実

感しています。そしてその実現のためには、

制度改正・構築というものだけではなく、

個々の人間が社会課題を知り、意識を向

けていくことが必要だと改めて考えていま

す。 
更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ208～ 

迫 共 

去年 9 月、広島県福山市の児童養護施

設で生活をする子どもたちを対象にした子

どもアドボケイトの共同研究に参加した。

子どもは自分の処遇検討会議に出席し、

意見表明を希望するものかどうか。性別と

年齢で 4 班に分け、小学生男子組を担当。

「自分の意志が最終的に通らなくてもいい

から参加したい」という子が多かった。協

力してくれた子どもたちに応えるためにも、

論文にまとめる作業を進めている。 

 インタビューなどの様子が、この 2 月に

NHK のローカル番組「お好みワイドひろし

ま」で紹介された。自分たちが参加した研

究が、少しずつ形になっていくのは嬉しい

ことだ。子どもたちの意思表示が尊重され

る取り組みを、さらに進めたい。 

迫メアド：sakotomoya@gmail.com 

 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

P216～ 

黒田 長宏 

心筋梗塞の手術から生還して１年を超

えることができた。そして婚活アプリを９つ

もやっている状況だ。５７歳。なんだろうこ

の人生は。しかし成功事例として婚活を成

就することで、その前例は対人援助の前

例ともなるはずだ。私が出来たなら誰かも

mailto:sakotomoya@gmail.com
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出来る。だから諦めない、なんとかこの連

載で証明したい。 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

 

あぁ結婚 

Ｐ181～ 

松村 奈奈子 

映画「どうすればよかったのか？」を昨

年末にみました。統合失調症の娘の治療

を拒む両親との生活を、弟である男性が

記録した映像です。精神科にまつわる業

界の人がみたら上映が終わってしまうの

かなぁと公開後あわてて見に行きました。

ミニシアターのスケジュール表でも短期間

で上映を終了する予定みたいな感じでし

た。ところが予想に反して、たくさんの人が

この映画をみて、年明けの２月を越えての

ロングランとなり、大きな映画館でも上映

されるようになりました。精神科に関わる

人間としては、多くの人に見て頂きたい思

いはあります。と、同時に、いったいみん

なはどんな感想をもったのかなぁと気にな

っています。 

 

精神科医の思うこと 

Ｐ147～ 

村本 邦子 

台湾に来ている。今日はたまたま台湾

の「二・二八事件」の記念日にあたり、街

中のあちこちで記念イベントが行われてい

た。人権意識も高く、若者たちの活動に感

銘を受ける一方で、現在の台湾は、与党

と野党の勢力が拮抗し、民進党が積極的

に推進してきた「転型正義」（独裁時代の

人権侵害を清算し、正義を回復するため

の取り組み）も今後どうなっていくのか不

安定な部分がある。日本の植民地主義と

皇民化政策はその大きな要因のひとつで

あるが、台湾ではルーツや世代によって

異なる歴史観や価値観があり、それぞれ

に分断させられている。知れば知るほど

対話や和解は難しいと思われ、福島の問

題とも重なって見えてくる。世界はこれか

らどうなっていくのか!? 

 

周辺からの記憶 

―東日本大震災家族応援プロジェクトー 

Ｐ135～ 

國友 万裕 

僕は元々せっかちで締め切りを遅れたり、

ギリギリに出したりとかはできない性格で

す。そのため、対人援助学マガジンの原

稿もいつも一番だと前に編集の方から言

われたことがありました。 

ところが、今回はギリギリになると前もっ

て編集部に連絡していたのです。というの

が、2 月 20 日鼠蹊ヘルニアの手術をする

予定になっていて、その手術の様子を原

稿の中に含めたいと思っていたからです。 

しかし、それが、2月の 3日にコロナに罹

患してしまったため、外科の先生からヘル

ニアの手術をしばらく遅らせてくれと言わ

れてしまいました。病院のルールで、すぐ

にコロナの後手術をするのは好ましくない

ということらしいんです。 

そのため、結局は原稿ギリギリにはなりま

せんでした。といってもいつもよりは遅め

の提出です。 

今回の原稿が出る頃には僕は 61 歳で

す。原稿にも書いていますが、老いを見つ

めるという生活になってきました。 

まだうちのおじさんは 90 で生きているし、

母もおばさんたちも 80 代で生きています。

しかし、みんな誰かに頼らなくては生きれ

ない状態になってきている。人間は徐々

に枯れていくんです。本当に悲しい。 

若い頃の方が辛いことは多かったけど、

でも、その代わり、若いからこそ夢があっ

た。でも、60代になって、どんな夢をもった

らいいの？？？今更ブレイクできるのか

な？ こんなことばかり考える毎日です。 

 しかし、最近、僕の本を読んでくれた関

東在住の人から手紙が来ました。「これま

で自分が言いたかったことを、言語化して

くれてありがとう」という内容でした。知らな

いところに僕の隠れファンがいるんだなあ

と嬉しくなりました。 

 もっとこの輪が大きく広がってくれれば

いいけれど、もう難しいのかもしれません。

僕は単著を 4 冊出して、それなりに好評

ではあったんだけど、いかんせん有名人

の本とは訳が違うので、読んでいる人は

一握り。 

 これじゃあ、男性学は広がらない。でも、

それはそれでいいのかもしれません。僕

の書いたものが誰かの心に響いたという

思いがあれば、それを支えにこれからも

執筆を続けていけるでしょう。 

 命ある限り。歩み続けたいと思います。 

 

スポーツおじいさんになりたい！  

Ｐ109～ 

竹中 尚文 

１２月の中頃に交通事故を起こした。自

動車専用道路を走行していて、追突事故

の加害者になった。居眠りをしていたので

はない。車間距離も保って、順調に走行し

ていた。前方に車が停車したのだけれど、

「まさか！」と思った。停車していると認識

したときには、遅かった。「自分の車が止

まらない」という恐怖の時間だった。◆誰

もが交通事故には気をつけている。私も

気をつけて運転をしている。しかし、気を

つけたから絶対に交通事故を起こさない

というものではない。そのことは分かった

つもりで、交通事故の確率の少ない選択

をしてきたつもりである。確率は低いだけ

で、やはり事故は起こしてしまった。そうし

たことがあると思っていたのだが、実際に

は恐怖の時間だった。◆相手方の自動車

も自車も全損だったが、けが人はなかった。

そのことが何よりありがたいことだった。し

かし、ちょうど 2 ヶ月が過ぎた 2 月中旬に

なって、私の右手が痛み出した。手、腕、

肩と痛みが広がり、歯が浮き、頭痛に悩ま

された。咀嚼はできないし、キーボードを

打てないし、困った。整形外科に行ったら、

やはり骨に異常はないという。義子が整

体師をしているので、診てもらった。衝突

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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の時にハンドルを持つ手で身体を支えた

のだが、その方向のために腕や肩の筋肉

が少しずつずれた方向に引っ張られてい

るらしい。彼が賢明に治療してくれて、よう

やく「執筆者短信」が書けるようになった。 

 

路上生活者の個人史 

P107～ 

坂口 伊都 

2 月 15～16 日の日程で、マガジン合宿

に参加しました。団先生、千葉さん、大谷

さん、杉江さんと私の 5人でした。こじんま

りした人数だったのが功を奏したのか、時

間がある限りこれでもかというぐらい話し、

話題が尽きませんでした。周りからは、世

間話が弾んでいるグループに見えていた

と思いますが、実はなかなか深い話をして

いたのです。 

 話題はいろいろとありましたが、印象に

残っているのは、世の中の常識になって

いることを自分自身も知らない間に受け

入れていて、疑うことを忘れてしまってい

るということです。被害意識を抱くことに関

しては、その傾向が強いようです。強みも

弱みも紙一重、どう解釈するかで内容が

変わってきます。子どもを出産し、育てな

がら仕事を続けていくことで葛藤を抱えて

いましたが、団先生の「普通はできるかで

きないかの議論になれば、できる方が優

位になるものだがなぁ」という言葉にハッと

しました。自分を弱者に置くか置かないか、

それは自分で決めていいのだと思います。

被害感情で自分を縛るのは、もったいな

いのだと気づきました。被害感で、自分自

身に言い訳を与え、未来を閉ざしてしまっ

ていたのかも知れない。世間の常識は、

当てにならないと再認識しました。 

 

療育手帳の向こう側 

P130～ 

河岸 由里子 

【巷の小話その３】 

若者の言葉の変遷は著しい。ちょっと前

には「チョー○○」とか「メッチャ○○」或い

は「とりま（とりあえず）」など省略が流行っ

ていた。今も省略形はある。「了解」が「り

ょ」になり、「り」へと変化した。「あーなるほ

ど」が「あね」などもある。LINE など SNS

では文字をなるべく少なく打とうということ

から、省略されていくのは理解できるが、

どの言葉がどういう意味か、年寄りには着

いていけない。下の表で、皆さんはどれだ

けわかるだろう？ 

 

そんな中、先日「○○界隈」という言葉

をきいた。その時は「風呂キャンセル界隈」

であった。朝シャンとか言って、毎朝シャ

ワーを浴びていた若い世代が、風呂に入

らなくなったのか？「界隈」とは何ぞ？と思

いネットで調べてみた。「界隈」は２０２５年

最新のトレンドとある。この言葉は SNS 

でよく目にされるようになった。２０２４年の

「新語・流行語大賞」にもノミネートされた

そうだ。「界隈」の意味はもともとの「あた 

り」とか「周辺」と言った意味から「共通の

関心や価値観を持つ人々のコミュティー」

を指す言葉で、特に Z 世代が「仲間」「近

しい存在」「同様の興味や行動パターンを

持つ人々」といった意味合いで使われるよ

うになったという。 

例として：「伊能忠敬界隈」（伊能忠敬の

ように長距離を歩くことを好む人、仕事や

趣味で長時間歩く人々）、「自然界隈」（自

然を楽しむ人々や行動を指す）、「風呂キ

ャンセル界隈」（何らかの理由でお風呂に

入ること自体をキャンセルしたり、入る時

間を先延ばしにすると言った経験を共有

する人々。面倒がる人々）、その他「謎解

き界隈」「筋トレ界隈」「鉄道界隈」「教師界

隈」「スタートアップ界隈」「「ママ垢界隈」

「闘病界隈」等々沢山ある。（以上 KEEN

より） 

要は「仲間」に近いのかなと思うが、こう

した言葉を共有することで、SNS 上の繋

がり、コミュニティーが活性化し、孤立感を

防ぐ役割を担っているのかもしれない。

「ガングロ」「腐女子」などは化石になって

いる今、年寄りの私には、それこそ「いみ

ふ」が多いので、高校生や大学生に教え

てもらいながら、コミュニケーションが取れ

るよう頑張っている。 

＜上記票の言葉の意味＞ 1.まじ？、2.了

解、3.あーなるほどね、4.とりあえず、5.ワ

ンチャンス・もしかしたら、6.～な気がする、

7.タピオカ入りの飲料を飲む、8.気まずい、

9.おしゃれなピクニック、10.乾杯、11.スー

パーダーリン、何でもできる完璧な男性、

12.メンタルブレイク・精神崩壊、13.ガンダ

ッシュ・全力疾走、14.風呂の為メッセージ

のやり取りから離脱する、15.一時帰宅、

16.笑いを表すｗを連続入力すると草のよ

うに見えるから。大草原も大笑いの意味

になる。17.「あれ？」というようなニュアン

ス。理解できない時やとぼける時などに使

う、18.泣いているさま、19.心が揺さぶられ

る、なんとも言えず素敵な気持ちになった

ときに使う、20.ゆっくりする・くつろぐ・ゆっ

たりする、21.まじか・本当か？22.ちょっと

待って、23.慌てて汗をかいているさま、24.

大丈夫そう？大丈夫か？、25.勝たない、

「しか勝たん」は最高の意味。 

公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

 

ああ、相談業務 

 Ｐ73～ 

先人の知恵から 

Ｐ169～ 

大谷 多加志  

2025 年 2 月で、以前マガジンでも書かせ

て頂いたことがある、同志社大学赤ちゃん

学研究センターでの調査が完了となりまし

た。2018 年から 8 年ほど通わせて頂いた

のですが、赤ちゃん学研究センターが同

志社大学の学研都市キャンパスから京田

辺キャンパスに移動することになり、それ

に伴って学外機関との共同研究が終了す

ることになったためです。とても希少な研

究機関だったと思うので、移転縮小は残

念ではありますが、ここまでお世話になっ

たことには感謝しかありません。一方で、

大きな組織の中で、希少な機能を担って

いるものであっても、ふいに終了を迎える

ことになることには一抹の無念さがありま

す。代わりに、自分の研究室で細々とです

が赤ちゃん研究を続けることにしました。
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長く続けることの難しさを知っているからこ

そ、できる限り息長く取り組んでいけるよう

に整えていきたいです。 

 

発達検査と対人援助学 

Ｐ124～ 

鶴谷 主一 

マガジン発行 60 号おめでとうございま

す！ 

アソブロックが主催する家族理解ワーック

ショップに参加を始めてしばらく経った頃、

「新しいタイプのマガジンを考えている」と

団士郎先生から話を伺いました。幼児教

育が専門の自分が対人援助の仕事をして

いるという意識は無く、「鶴谷さんも書いて

よ」と言われたとき即答はできなかったと

思いますが、「論文じゃなくて、自分の仕

事の周りのこと、その人が現場でどんなこ

とをして、どんなことを考えているか、そん

な発信ができたらいいんだ。」ということを

お話し下さって、幅広くとらえてみたら幼児

教育も対人援助と言えるのかなあ？福祉

系の知識が全く無い自分にも書けるのか

なあ？と戸惑いながらスタートした気がし

ます。（15 年も経ってしまったので、記憶

は曖昧ですが･･･） 

なんとか今号も〆切に間に合うことができ

ました。 

２回お休みしているので、58 回掲載して

頂いていますが、マガジンを読んだ保育

雑誌の出版社から特集を組みたいと話が

あったり、焼き芋の焼き方について他の園

から問い合わせがあったりと、多くはあり

ませんがなんらかのアクションが生まれた

りしてオモシロいなあ、と感じています。 

園の仕事を整理して書いたり、職員の研

修に使える資料がこれだけ蓄積されたこ

とは、自分の財産を作ってきたようなもの

で、参加させて頂いたことを心から感謝し

ています。ボクが引退するまでか、ネタが

尽きるまでか･･･マガジンが続く限りは書

かせて頂きたいと思います。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

 

幼稚園の現場から 

Ｐ58～ 

中村 正 

昨年の今頃は退職準備のために相当

な労力を費やした。一年経って、こんどは

創業した一般社団法人 UNLEARN の仕事

の定着に忙しくなっている。それでも周り

からは「楽しそうに退職しましたね。」とよく

言われる。やりたいことをやっているから

だろう。そう見えるそうだ。この 3 月には以

前と同じビル内の事務所風の場所に拠点

を構えた。カフェスペースでもグループワ

ークを継続している。JR と地下鉄東西線

の二条駅至近の場所だ。3 月いっぱいか

けてグループワークや個別相談ができる

ような空間に設えていくつもり。正式なホ

ームページも開設予定である。脱暴力の

拠点にしたいと思う。休むことなく連載して

いる「臨床社会学の方法」はそのための

考え方の整理のようにして書いている。ま

だまだ社会の暴力はなくならないどころか

拡大している。脱暴力を基礎づけるため

の男性性ジェンダー研究に関心をもつ若

い研究者も育ちつつある。以前からやって

きたこととはいえ、体制も整備するので本

格稼働が楽しみな日々である。 

 

臨床社会学の方法 

P22～ 

団 士郎 

ちょっとしたきっかけで、東京/神田神保

町が近しく思えることになった。始まりは東

京家族理解 WS。今回の会場が前回に引

き続いて神田にある日本教育会館会議室

だった。神田では以前にも東京堂書店の

会議室を会場にしたことがあった。 

今回の日程の週初めから大寒波襲来

の天気予報がやかましかった。いつもは

土曜の朝出発して、午後 13：30からのプ

ログラムに十分間に合う。ところが週末の

予報は大雪の可能性。少人数とはいえ全

国各地から来て下さる WSに､講師が新

幹線の遅れで来れませんは無責任だろう。

そこで金曜に前泊することにした。近くが

良いのでトリヴァゴで探して神田にホテル

を取った。 

金曜日、ゆっくり目の道中は、いつもの

ように audibleを楽しもうと、未読の作家の

ものを選んだ。原田ひ香著「古本食堂」、

知らなかったがこれがドンピシャ、神田神

保町の古書店が舞台の話だった。 

 

ホテルはすずらん通りに面した､前が古

書店という立地。早めにチェックインして早

速出かけた。一軒目で二冊、二軒目で一

冊と大形本を購入したところで焦った。キ

ャリーバッグにもう入らない。 

古書店巡りはそこまでにして、早めの夕

飯をと通りの中華屋に入った。賑わってい

たが入口近くの寒い席でも良ければと案

内され、美味しい定食を食べた。そしてコ

ーヒーでも飲みながら､先ほど購入した本

を読もうと考えた。ホテル前の斜めの筋に

個性的な昔ながらの喫茶店があったので､

そこにした。 

ゆったり楽しんだ後、部屋に戻って風呂

で audibleの続きを聴いていた。すると今

食べた揚子江菜館と喫茶ミロンガヌオー

バが登場したではないか。ますますこの

辺りをうろちょろしたくなった。またゆっくり

来よう。 

 

晩年 D･A･N通信 

Ｐ39～ 

中島 弘美  

寒い 2025 年 2 月、第 30 回神戸ルミナ

リエに行ってきた。震災後 30 年の節目は、

さらに緻密なデザインになっていていろど

りも美しかった！会場で流れている音楽も

鎮魂の祈りを感じられて染み入る。会場

は、十代二十代の人たちも多く、コインを

つかって鐘を鳴らすコーナーは順番待ち

をした。鑑賞の仕上げは、神戸市市役所

上層階にあがり、高いところから全体像を

見渡すことだ。室内は暖かく、遠くに見え

る光も柔らかく映る。ルミナリエがこれから

も長く、多くの人に伝わりますように。 

 

カウンセリングのお作法 

Ｐ36～ 

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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篠原 ユキオ 

日本の漫画は相変わらず世界をリードし

ているが１コマ漫画は盛り上がらない。 

私が長年にわたって指導をしてきた京都

精華大学のマンガ学部もついに日本で唯

一 1 コマ漫画を教えてきたカートゥーンコ

ースの募集を停止した。カートゥーンをき

っちり教えられる教員がいなくなったことも

あるがこのままでは日本から 1 コマ漫画

の文化が消滅してしまう危機感を感じてい

る。 

1 コマ漫画にはコミュニケーションツールと

してのアピール力や人の心を癒す温かさ、

心を奮い立たせるエネルギーも持ってい

る。 

しかし残念なことにそういう作品を生み出

してきたベテランの漫画家たちの多くが高

齢化し、鬼籍に入るニュースも相次いでい

る。 

そんな中で私はこの春から大阪と京都の

２つのカルチャーセンターで漫画講座を持

つ事になった。カルチャーセンターのマン

ガ講座はなかなか人が集まらないという

のが定説だがなんとか１コマ漫画の奥深

さと魅力を伝えて行こうと思っている。大

阪はサンケイリビングカルチャー倶楽部、

京都は NHK 文化センター。ともに最寄り

駅からすぐの便利な場所だ。さてどうなる

か。小学生から大学生まで、若い世代の

指導はたくさん重ねてきたが今度は社会

人が中心となりそうだ。これまでとは異な

る人達との出会いを楽しみにしている。 

 

HITOKOMART 

Ｐ235～ 

鵜野 祐介 

2 月 21 日深夜、TBS 系報道番組「ニュ

ース 23」に戦争中の子どもの替え唄につ

いての特集が組まれ、僕も出演しました。

これをきっかけに、「自分もこんな唄を歌っ

ていた」という情報が視聴者から寄せられ

るのを楽しみにしています。 

 

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ176～ 

松岡 園子 

今年の冬、母は一度も体調を崩しませ

んでした。「しんどい」と電話をかけてくるこ

ともゼロ。体は歳とともに不自由になって

きた部分もありますが、心は以前よりも強

くなっていると思います。二十代から病気

でしんどい思いをしてきた母は七十代にな

ってからようやく心の穏やかな時期を迎え

られたのかもしれません。 

 三月に入り寒さも和らぎ、落ちついた毎

日を過ごすことができていることに感謝し

つつ春を迎えようとしています。 

今号は短信のみで失礼いたしますが、

また次号以降よろしくお願いいたします。 

 

統合失調症を患う母と 

ともに生きる子ども 

休載 

脇野 千惠 

フリーでの仕事が充実している。長く続

けてきたことが、色んな人の役に立ってい

ること にちょっと満足している。 

出前性教育の外部講師として出向くこ

とが益々多くなり、ここ１ 年本当に忙しか

った。教材の準備、資料作成など、聞いて

くれる人達のことを想像しながら、 あれも

これもと欲張ってしまう。人のためとはい

え、実は自分が学ぶことになっているのだ 

なと気がつく。それも心地よいプロセスだ

と思う。 

 忙しい中でもあれこれ思いつくことがあ

り、「おうち性教育はじめませんか？」とい

うテ ーマで、地域のパブリックなフリース

ペースで公開講座を開催してみた。事前

申し込みなし、 無料、子育てに関わる人、

テーマに関心のある人を対象にした。誰も

来ないかも？と思いな がら、教材や絵本

の展示の準備をした。普通日にも関わら

ず７名の参加があった。幼児連れ の人、

看護師、助産師、育休中の教員など。互

いに自己紹介をしながら、今の性教育の

現状 や子育ての中の性教育についての

悩みなど、情報交換に大いに盛り上がっ

た。会はなかなか 終わらず、とても有意

義な時間を共有できた。やってみるものだ

なと思った。次回は３月、 楽しみだ。 

 

こころ日記「ぼちぼち」 

休載 

岡崎 正明 

ついに私の初の著書にして、我が父と

の合作自伝小説「なにくそ！ライゾウさん 

～僕のオヤジの負けない物語～」が 2 月

28日に発売となった。 

 
 これは戦後すぐ生まれの広島の片田舎

で育った男が、持ち前の反発心と情熱で

高校中退から借金や離婚、難病や災害を

乗り越え、50 年以上続く地元の大型和食

店を切り盛りしていく、失敗だらけのサク

セスストーリーであり、前のめりな家族愛

と郷土愛で周囲を無理やり巻き込んで進

む、やや迷惑系地方創生ビジネス＆ファミ

リードラマである。 

 なんだか分かるような分からないような

解説だが、内容の方はものすごく読みや

すくて気楽に読めることだけは保証する。

人生の役に立つかは知らんけど。 

 中には「それは対人援助と関係ある本な

の？」と思われる方もおられるかもだが、

これが実は意外と関係があったりするの

だ。 

もちろんこの本ができた一番の要素は、

父が倒れる前に書いていた自伝原稿の存

在だが、それだけではこのような形で世に

出すことはできなかったと思う。そこには

息子である私が家族を学び、様々な家族

を通して世の中を見てきた視点と、自分の

想いを誰かに伝えるために、このマガジン

で長く文章で表現し続けてきた経験が確

実に影響している。 
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中小企業のクセつよ社長の人生と、対

人援助職の視点が混ざると、こんな着地

点になるのかもしれない。知らんけど。 
 

役場の対人援助論 

P117 

來須 真紀 

先日、児童相談所とその近接領域の研

修会 in徳島に行ってきました。2日間の

研修では、どっぷりと家族療法に浸り、新

たな知識を得たり、改めて考えさせられた

り、元気をもらったり…。 

それに付け加えて、行き帰りの道中の

同僚とのあれこれ。懇親会でのはじめまし

ての出会いお久しぶりの再会や情報交換。

中には ZOOMで話したことはあるけれど

はじめましての方も。 

近年、学ぼうと思えは、学ぶツールは無

限にあるけれど、やはり対面でその場の

空気を感じながら、学ぶことは、すてきだ

なと思ったのでした。 

 

教室の窓から 

P270 

山口 洋典 

1995 年をボランティア元年とすると、

2025 年はボランティア 31 年です。阪神・

淡路大震災がボランティアを大衆化したこ

とに疑いの余地はないでしょうが、一方で

31 年という時の流れは、その反作用とし

てボランティアに関する過度な制度化を助

長させたという指摘もあります。ボランティ

ア 30 年に発生した令和 6 年能登半島地

震でのボランティア迷惑論・自粛論はその

端緒でしょう。何より「行かないことが支援」

という言説には自らの経験や知見を前提

にするだけではコミュニケーションが成立

しないこともあるということを激しく痛感し

ました。 

 そんななか、2 月の末に岩手県大船渡

市で山林火災が相次いで発生しました。

間もなく東日本大震災から 14 年を迎える

中、これまで出会った方々の顔や声、訪

れたまちの風景に思いを馳せると、「何か

できる！」と「何ができる？」が反復する中、

東日本大震災で積極的に活動した認定特

定非営利活動法人カタリバが、2 月 28 日

に複数の現地団体と連携し、令和 6 年能

登半島地震や奥能登豪雨などで実施して

きた災害時子ども支援「sonaeru（ソナエ

ル）」チームにより支援ニーズの収集を始

めた、というニュースリリースを目にしまし

た。「あれならできる」あるいは「これをす

る」、転じて「一緒にいる」、それだけでも

支え合いの場が成り立つことを改めて見

つめ直すことができました。末筆ながら、

被害に遭われた方々には早々に穏やか

な暮らしが戻ることを願いつつ、謹んでお

見舞い申しあげます。 

 

Ｐ Ｂ Ｌ の風と土 

Ｐ186～ 

千葉 晃央 

 

京都市営業地下鉄東西線をよく使って

いる。オーバーツーリズムが話題の京都

の交通機関の中で、基本的に空いている

ことが多い。そのため、赤字路線とか京都

市の借金の温床といわれている。それで

もユーザーにとっては空いているのがあり

がたい。私が日常動くことが多い京都市

の西の地域（右京区、西京区）の交通手

段は脆弱といわれている。京都の中心部

に出る路線はあっても、京都市西部で南

北をつなぐ電車はなく、バス路線も瀕死と

いっていい。そんな中、東西線太秦天神

川駅からスタートする地下鉄東西線は、

嵐電とも接続し、京都の中心部、再開発

が進む山科駅、滋賀県大津市まで東に進

むことができる。地下鉄東西線から京阪

京津線乗り入れ区間は地下鉄から始まり、

山を越える山岳列車となり、路面電車とな

る電車マニアにはたまらない魅力ある路

線ときく。大津市の京阪浜大津駅からは

北は比叡山口、南は石山寺と移動できる。

京都市営地下鉄東西線は山科からは南

に向かい六地蔵駅で JR 奈良線、京阪宇

治線ともつなぐ。京都中心部を迂回して、

宇治、奈良まで行くことができる。また、ホ

ームドアも全駅完備で、パンの自販機も

多く、平安神宮等のある岡崎地域、市役

所のあたり、桜、紅葉で有名な各寺社、醍

醐寺、隋心院、勧修寺など、ひっそりと人

気スポットにもアクセスでき重宝している。

京都駅の混雑緩和のため、山科駅を再開

発する計画もスタート。京都の観光に疲れ

たら、東西線での移動をおすすめします。

以上、外国に来たんかというような景色が

あちこちにある京都からオーバーツーリズ

ム回避術でした。市バスは余裕があるとき

しか乗らない。。 

家族支援と対人援助  ちばっち 

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

 

障害者福祉援助論 

Ｐ17～ 

見野 大介 

五年ぶりとなる京都高島屋での個展が無

事終わり、五年間の成長を感じる一方で、

反省点は山積み。もっともっと制作しない

と。 

ハチドリの器 

P4 

柳 たかを 

「原住民・新住民」 

 最近、近所のスーパーに買い物に行くと

店内ですれ違う人達の話している言葉が

多種多様だ。 

ここ 2〜3年のうちに大阪市内の我が

住まい近くに 30階建て前後の高層マンシ

ョンがいくつも建設された。住人が増加す

るだろうからとコンビニやミニスーパーが

増え便利になった。 

ただ私の観察では、インバウンド外国

人観光客のような短期の滞在者ではなく、

定住が目的と思われる「新日本人」だと思

う。そして急増していると思う。おそらくそう

いう政策がとられているいうことだ。 

地下鉄や私鉄の車内放送も数カ国語で

放送されている、これも観光客向けだけで

なく外国の新住民に向けたサービスだと

思わざるをえない。 

少し前、ある SNS記事で我々日本人を

「原住民」と呼び、新しく住み始める外国

人を「新日本人」と言ってるのを目にした。 

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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まあ…「先住民」と書かれるとさすがにちょ

っとイラっとくるところだった。 

これからどんどん原住民が減少して、

彼ら新日本人が新しい日本住民になって

いくというのだろうか？ 意味を考えだすと

異様で複雑な気持ちが沸いてくる。 

ちょっと…心を落ち着けるために今年も

初詣に行かせていただいた奈良の大神神

社にでも行って、神様の神気に満ちた清

浄な空気に浸り心静かに瞑想したくなった。 

 

蜘蛛の糸 

Ｐ150～ 

荒木 晃子 

自宅から徒歩圏内にある障がい者グル

ープホームの調理ボランティアが、週 1 回

のアルバイトに変わった。隣接する自立支

援作業所には平日数十名の老若男女が

通所していて、ホームに入居する数名の

方々もそこで働いているという。 

 夕食のメニューを考える時間、調理の最

中に「いいにおい！」と〇〇さんが調理場

をのぞきに来る瞬間、配膳が済みテーブ

ルに着いたみんなと一緒に食事をとる空

間、私にとってはどれも楽しい時間となっ

ている。お料理を「美味しい、美味しい」と

いいながら口に運ぶみんなの笑顔は、こ

れまでに経験したことの無い幸せを感じる

ひと時でもある。入所者は 20 代から 50

代までの男女数名。もとは全員赤の他人

だったはずの彼らが、私の眼には家族に

映る。時折夕食をつくりに来る私は、さし

ずめ親戚のおばさんというところか。いい

距離間のある斜めの関係は嫌いではない。 

先日、理事長から「（本業があるのに）

荒木さんはどうしてここに来てくれるの？」

と尋ねられ、一瞬言葉に詰まり、はて？と

考え込んでしまった。しばらくして、「私の

本職は、誰にも語ることができない話に耳

を傾ける『静』の作業。ここでは、日常を生

きることを援助する『動』の作業。なぜか開

放感を感じるというか、皆が可愛く、とにか

く楽しい。自分の好きな料理を作って喜ん

でもらえるのですから。」と正直に答えた

が、あれで答えになっていたのか今でもモ

ヤモヤしている。その後、「もっと来てほし

い」といわれたので、おそらく及第点はもら

ったのだろう。 

 一方、本業の方は、5 月に東京で開

催される医療系の学会報告の準備に拍

車をかけなければ、と少々焦り気味である。 

 

生殖医療と家族援助 

P104～ 

小池 英梨子 

最近、猫は１“匹”なのか１“頭”なのか、と

いう話が出てググった。なんとなく“匹”だ

という認識はあったが、どういう違いなの

かすっかり忘れていた。結果、人間の大

人よりも大きい動物は“頭”、小さい動物

は“匹”で、境としては、恐怖心なく抱きか

かえられるサイズかどうか、らしい。子羊

は１匹でデカくなった羊は１頭。寝る前に

数える羊はアニメ化されているので“匹”

だそう。 

 

そうだ、猫に聞いてみよう 

Ｐ162～ 

寺田 弘志 

２月は逃げると言いますが、もう原稿の締

め切り日になってしまいました。 

幸い今回は期限内に本文のほうはできま

した。いつも締め切りすぎての提出で、編

集部の皆様すみません。 

ただ、短信がまだで、あれこれ書きたいこ

とはあるのですが、このあとレセプト業務

や確定申告が続くので、今回は短信はご

挨拶だけにさせていただきます。 

６０号発行おめでとうございます！ 

すごいですね。 

これからも末永く対人援助学マガジンが

続きますよう、お祈りしております。 

本文ではパラドキシカルコントラクティング

について書きました。 

 

接骨院に心理学を入れてみた 

P192～ 

古川 秀明 

般若心経とオープンダイアローグの

融合は自分でも思いつきませんでした。 

だけどやってみるととても親和性が高

いと思いました。 

般若心経もオープンダイアローグも

理性の限界内で語れますが、そこから

導き出される答えは、どちらも予測不

能で、それこそ般若心経に書かれてい

る「摩訶不思議」なものです。 

オープンダイアローグの「対話理論」

と般若心経の「色即是空」。 

どちらも AIの対角線上にある考えだ

と思います。AI が発達すればするほど、

オープンダイアローグと般若心経はそ

れに比例して輝きを増すと思います。 

 

講演＆ライヴな日々 

P127～ 

原田 希 

二年前に叔父が送ってくれた椿の挿し

木に初めてのつぼみ！２つ付きました。椿

は寒さに強いと言いますが北海道では地

植えにはできず。成長に合わせて鉢を変

え、培養土を足し、適切な時期に肥料、水

は土が乾いてから。多すぎる葉は選んで

剪定。つぼみは栄養が回ってこないと付

かないようで…２年待ちに待ちながら椿ち

ゃんに自分自身の北海道での成長を投影

するような気持ちでいました。つぼみが出

来てもすぐには咲かないそうです。咲かせ

てみたいですね。 

 

原田牧場Note 

P223～ 

サトウ タツヤ 

 帰って来た＿対人援助学縦横無尽、今

年も掲載したいと思います。コロナ後の活

動が活発になってきたので、年 1 回は量

的に限界かもしれません。なので年 2 回

の投稿を目指します。 
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 日本質的心理学会の理事長（6 年間）、

総合心理学部長（4 年間）が、ともに 2025

年 3 月で終了。それぞれコロナという逆境

の中でも皆さんの創意工夫と協力に助け

られて無事に仕事を終えられそうです。 

 2025 年 4 月からは、学校法人立命館副

総長（研究・入試・DEI）になります。活動範

囲も広がると思うので、そういうこともレポ

ートしていきたいですね。 

 

帰って来た＿対人援助学縦横無尽 

P77～ 

野中 浩一  

コンビニやスーパーの棚がガラガラに

なっている光景、2～3 年前に初めて目の

当たりにしたときはぞっとした。生まれてこ

の方、食べ物がふんだんにあり、補充さ

れ続けている光景しか知らなかったから。 

 

職場の近くのラーメンチェーンに休業の

紙が張られ、比較的最近できたお好み焼

き屋は張り紙もなくひっそり閉店。昔から

ある個人ラーメン店のおじちゃんとおばち

ゃんは今日も忙しく働いているのを見て、

少しほっとする。 

ひっ迫している人（特に地方の生活者）

が急増し、そうでない人（特に為政者や安

定職者）との危機意識の乖離が大きくなっ

ているように感じている。地方在住だから

だろうか。 

 

島根の中山間地から 

Work as Life 

P251～ 

団 遊 

大学時代の後輩が Googleを退職した。

理由を聞くと「会社が急速につまらなくなっ

たから」だと言う。入社当時は「刺激がいっ

ぱいで楽しいと言っていたのに」と問うと

「これでも粘って頑張った方なんですよ」と

言いながら、ターニングポイントは、会社

のポリシーが「DONT BE EVIL」から「DO 

THE RIGHT THING」になったことだと断言

した。「邪悪になるな」から「正しいことをや

ろう」に。ビックデータが価値とされる時代

において、Google のような会社は、やろう

と思えば悪魔にもなれてしまう。自分たち

の力をそのような方向に使ってはいけな

い、という戒めを胸にそれぞれが可能性を

追求できていた時代から、「正しさ」という

言葉が出てきたことで、急速に売上・利益

の追求集団化が進んだという。正しさはそ

れほど役に立たないし、正しさに大した力

はない――。対人援助の領域で耳にする

話を、ここでも聞いたと思った。 

 

人が育つ会社論 

P32～ 

西川 友理 

大阪キリスト教短期大学で保育幼児教

育者養成に、またそれ以外の場所でも福

祉系対人援助職養成に携わっています。 

地下鉄の階段を下りている最中に足を

くじき、気が付けば 2～3 段下の踊り場に

倒れ込んでいました。「大丈夫ですか？」

と何人かの人が周りに来てくださり、大丈

夫、大丈夫と言いながら立ち上がろうとす

るも、あれ、どうも右足が痛くて動かない。

というわけで、1 月末から松葉杖生活です。

このような姿になって、道の整備が不十分

なところ、公共機関のバリアフリーの状況、

周りの人が随分ケアをしようと動いて下さ

ることなどに気付かされます。行けないと

ころや出来ない事は多いけど、新たな体

験は増えたように感じています。あと半月

ほど、この立場だから知ることを沢山体験

したいと思っています。 

そして、誰かに助けを求めた時に、ほん

のりと胸の奥から立ち上がってくる「図々

しい」という恥ずかしさに似た感覚。「困っ

た時には“助けて”って言っていいんだ

よ！」などという言葉もあるし、よく学生に

も言いますが、助けてと言えないしんどさ

と、助けてというしんどさと、この 2 つのあ

いだで、自分の居心地のいい“求め方”を

自分に確かめるという作業を粛々と続け

る日々です。弱さって強さだ、と頭で考え

ていても、こんな立場になってみると、弱さ

が恥ずかしさにリンクしている私がまだい

るんだなぁ、と味わっています。 
 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ66～ 

 



17 

 

 

 

 

福祉制度が時代で変容する「怖さ」 

 

社会福祉の授業や講義では、その根拠として日

本国憲法や法律が用いられることが多い。憲法１

３条において「すべて国民は、個人として尊重さ

れる」と、個人の人権を最大限保障しています（「基

本的人権の尊重」）。憲法２５条では「すべて国民

は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を

有する。国は、すべての生活部面について、社会福

祉、社会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努め

なければならない」とされています。さらに、様々

な「○○福祉法」等の福祉関連法があり、福祉活動

の根拠となっています。 

憲法や法律は、時代によって大きく異なります。

変遷があるのは当然です。過去に用いた法律も現

状を反映していないとして、いずれ古くなってい

きます。そして、次の法律ができていくのです。つ

まり、現在用いている法律もいずれ古くなるので 

 

 

 

 

 

す。 

とはいえ、人々の暮らしにおいて必要なことは

そんなに変わるのでしょうか。人々が暮らす中で

お互いに助け合い、相補的に暮らしてきた実態は

不変です。法律があるか、ないか以前に人の暮ら

しがあるのです。つまり、法律を根拠にできるの

は暮らしの一部分でしかありません。そんな中で

「法律に基づいて福祉を行っていたら、それでい

いのか？」「疑いを持たずに、法律がただ正しいと

して福祉業務を行っていいのか？」という法律す

ら、危ういという事例を取り上げます。今回は、憲

法も法律も異なる、日本という国を舞台に行われ

た（過去の）福祉活動を取り上げ、社会福祉制度が

時代で変容していく「怖さ」について考えます。 

 

 

軍事保護院推薦『聖戦交響楽』 

 

障 害 者 福 祉 援 助 論 

- これから現場に行くあなたに！ - 

第 11 回 

社会福祉制度が時代で変容していく「怖さ」 

千葉 晃央 
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紙芝居で『聖戦交響楽』というのが上演されて

いたのは戦時中です。発行は 1941 年 4 月。真珠湾

攻撃の以前です。この物語では、音楽家が戦地に

いき、視力を失って帰ってきます。元軍人が主人

公です。帰国後に、戦地での経験をもとに壮大な

楽曲を作曲し、コンサートを開き、大成功を収め

る物語です。この中で、師弟愛（軍隊時代の上官が

激励に来る）、家族愛（不自由な暮らしを家族が助

ける）、傷痍軍人への敬意（まちでも、大切にされ

る）、その時代が求めていた人間としての成長（男

尊女卑的）が描かれています。 

こうした紙芝居は「国策紙芝居」といわれてい

ます。国策として作成、上演を進めました。戦意高

揚、忠誠心の醸成、軍事援護精神の形成等を目的

に、厚生省（現厚生労働省）の外局が紙芝居を用い

ることを決定し、行われました。つまり、国がほぼ

直接決めた方針です。 

 

 

大衆性、教育性、芸術性の心地よさ 

 

紙芝居の優位性は、視覚的にも伝達できるとこ

ろです。多くの人、つまり日本語の読み書きが苦

手な人たち、子どもたちを含め、大衆に向けたメ

ッセージを届ける方法として機能しました。 

上演の 1 つの場所は教育機関でした。全国津々

浦々に多くの伝える場所があり、さらに演者であ

る大人がいる。さらに多くの聴衆に伝えることが

できる権威があり、場所もあったからです。こう

した「大衆性」と「教育性」をベースにしていまし

た。また、「絵」と「物語」という表現活動を用い

るため、応用できる技術や手法がすでにありまし

た。人の心を打ち、心を揺さぶる「芸術性」も 3 つ

目の特徴とされています。こうした特徴は、戦時

に人心を掌握し、国家のコントロール下にするに
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は便利な手法とされたというのは想像できます。 

『聖戦交響楽』では、主人公、つまり盲目となっ

た元傷病兵である音楽家は出かける時に、自分の

子どもに手引き（手や肩をもって誘導）をしても

らって外に出かけます。セリフでもこれは障害者

家族、傷痍軍人家族の中の「子どもの役目」と断言

されています。そして、公共の交通機関では、傷痍

軍人ということで国のために奉公をした偉い人と

して周囲の人々から優しく敬愛され、不自由なく

移動している様子が描かれています。 

 

 

また、戦地でお世話になった上官である元部隊

長が訪問に来て、その絆の尊さも強調されます。

また、盲目であることの神秘性を描写するような

場面もあります。雷に打たれたかのように、作曲

のアイディアが舞い降りるのです。さらに野営で

経験する自然への畏怖の念もそこに加えられてい

ます。そして、これらの根拠となったのは、命を投

げ出して未来のために、国のために行動した人の

みが経験する「戦地の体験」があったからこそ、芸

術的に素晴らしい音楽ができたとします。体験が

いかにも聖なるもので、価値ある体験のように位

置づけられています。 

 

 

 

 

福祉職も「国策紙芝居」を上演 

 

こうした国策紙芝居は数百単位の作品があり、

各地で使われました。私の手元にある 2 点は、祖

父が残したものです。なんでも私に、いいタイミ

ングがあれば渡すようにと、祖父は父に託したそ

うです。他にも「支那事変従軍記章」や「ゲート

ル」とともに紙芝居 3 点（うち１点は戦後の紙芝

居）が残されました。祖父は戦中、傷痍軍人とな

り、国内で過ごします。地域の役、自治体職員もし

ていたので、その中で国策紙芝居を用いたと伝え

きいています。戦後は GHQ（連合国軍最高司令官
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総司令部）が日本に入ってきました。国策紙芝居

を持っていると戦争にたくさん協力した「戦争犯

罪者として逮捕される」と噂になり、各所でこう

した紙芝居は焼却されたといいます。その中でこ

っそりと隠していたのが祖父で、なかなかの根性

と機転と少しのチャレンジ精神と遊び心です。 

 

 

 

この紙芝居を上演したのは、小中学校の教員、

自治体職員に加え、「方面委員」もかかわったとい

われています。方面委員は今でいう、「民生委員」

です。つまり、福祉の担い手の役割です。 

本来、方面委員は制度で福祉に関する業務が当

てられていました。それは地域の困っている人を

サポートする役割です。例えばお金がなくて困っ

ている人に支援をしたり、病気で動けない人に行

政サービスを届けたりです。それが戦時中に変容

していくのです。軍人遺家族の援護、軍人援護事

業、銃後後援事業、軍国化に向けた国民精神総動

員運動による教化事業…が方面委員の役割となっ

ていきました。そのきっかけは軍事扶助法（1937）

の制定とされています。 

1945 年に GHQ が日本にきて、こうした紙芝居

も検閲され淘汰されます。祖父からの紙芝居 3 つ

のうち、「国策紙芝居」ではない残りの１つの紙芝

居は戦後のもので、ユーモアにあふれています。

「火の用心」をテーマにした内容です。しかもお

寺が舞台で坊主と小坊主さんの軽妙なやり取りが

描かれています。戦前、戦後の数年でガラっと様々

なものが急激に変わったことがよくわかります。 

 

 

 

「あきお、きけ。おじいちゃんの…」 

 

福祉職は法律の言いなりではよくありません。

福祉職に限ったことではありません。まずは自分

自身の頭で考えることです。法律は変わります。

法律名は変わらなくても、微調整で内容がどんど

ん本来の目的から逸れて変わっていくこともあり

ます。歴史では劇的な変化が一瞬で起こることが

あります。でもそれは少ないでしょう。それより

も日夜じわじわ侵食するのは、法律名は変わらず、 
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拡大したり、運用の仕方を変えたりする緩やかな

変化でしょう。福祉職は利用者さんを通して、住

民の暮らしを見て、それに対する策である福祉サ

ービスを駆使します。福祉の法制度と住民の生活

実態双方に詳しいところにいるのです。だからこ

そ、自分で考え、時には行動もしていくこと、そう

いう事態があることをまずは話題にしていくこと

が大切でしょう。同じく国策紙芝居を上演した教

育現場、自治体の職員も同様です。 

 私たちが根拠に使っている法律も大丈夫でしょ

うか。立案時の精神は忘れられていませんか？そ

もそも、法律がなくても、人間なら「目の前にそう

いう事実があればするでしょ」というのも社会福

祉活動であったりもするのです。人々の暮らしの

現実に、法律の方があっているのか？を確認しな

ければいけません。 

1970 年代ぐらいまでの小説や映画には、元特攻

隊員や戦争体験を引きずる人々の苦悩が頻繁に登

場します。「あきお、きけ。おじいちゃんの若い頃

は軍隊でこうやって敬礼して…、お前もやってみ

ろ…、んでね！だらだらしてたら駄目よ。もっと

びしっと、そうでないとビンタでバーンって…」

祖父がそうして、軍隊時代のことを話していたこ

とを今でも思い出します。軍備も。そもそもは守

るため。攻めるため、国民を不幸にするためでは

ない。福祉だって同じです。国民に寄与する社会

福祉制度になっているかを、常に観察をしていく

ことが求められます。 

【参考文献・引用文献】 

・安田常雄 編（2018）『国策紙芝居からみる日本の戦争』勉誠出版 

・大串潤児 編著（2022）『国策紙芝居: 地域への視点・植民地の経験』御茶

の水書房 
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臨床社会学の方法 
(47) 隣人のもつ力 

−日常から生成する脱暴力のエコロジー  

 中村 正 
                                         	
 
 
1.「善き隣⼈」であることの意味・意義 

暴⼒の被害者は誰に相談しているのか。
公的なところは敷居が⾼く、相談にいかな
いことが多いことが調査で指摘されてきた。
しかし相談先はある。その第１選択肢は、
知⼈・友⼈、家族、同僚である。この時、適
切な知識や情報をもっている隣⼈であるか
どうかが極めて重要となる。そうしないと
⼆次加害となることもあるからだ。「あなた
も我慢したら」などと⾔ってしまう事例も
存在している。市⺠の保持すべき冷静かつ
正確な知識や⾏動は、善き隣⼈の役割とな
る。善き隣⼈は、被害者と加害者の⼆つあ
いだにある。しかも、冷淡な傍観者、沈黙す
る多数派の群れ、⾏動する隣⼈、善き隣⼈、
伴奏する仲間の群を成し、グラデーション
を成している。 

いじめ問題でもこのことは指摘されてき
た。森⽥洋司さんのいじめの四層構造がそ
れだ（下図参照）。「被害者、加害者、観衆、
傍観者」からなるいじめの把握である。「無
関⼼」が「傍観」、「傍観者」 を⽣んでしま
うということを強調する。ただそばで⾒て
いるという意味だけではなく、その物事に 

 

 
関係のないような⽴場で眺めている⼈を
「傍観者」として把握した。 

観衆・傍観者は、「次は⾃分がいじめられ 
る」などの不安と恐怖と葛藤がある存在で
ある。観衆はいじめを強化する存在ともな
る。⼦どもたちは報復が怖いとも思ってい
る。仲間はずれにされるのも怖い。逆に、い
じめが⾯⽩い、被害者への不快感をもつ等
の理由でいじめに加担する場合もある。  

しかしこの構造のなかには教師と保護者
が⽋落していると批判する論者もいる。ま
た、森⽥⽒以前からの指摘もあったという
（⼭岸⻯治「『いじめの四層構造』を描いた
のは誰か−いじめにおける教師の位置に関
する考察」『社会臨床雑誌』第 26 巻第 3 号、
2019 年 3 ⽉）。いずれにしても被害と加害
の⼆元論を超え、そのあいだにある関係者
を抽出してきたことは共通している。これ
はあらゆる暴⼒に通じる。いかなる意味で
の傍観者なのというグラデーションを把握
し、その役割を考察してきた。	

暴⼒と男性性の⾒地からこの点を考えて
みる。暴⼒を肯定する男性⽂化の存在が指
摘されてきた。ホモソシアルな⼒学をもつ
男性⽂化である。そのなかで社会化されて
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いくのだから、ジェンダー公正に向かう男
性にとっては努⼒がいる。ジェンダー秩序
はあまりにも⾮対称な⽇常をつくりだし、
不断にホモソシアルな男性⽂化が主流とな
り、男性性ジェンダーを形成する。ジェンダ
ー公正の実現を願う男性諸個⼈は、そうし
た男性⽂化を、単に馴染めないから回避し
て遠ざけているだけではない⽴ち位置や態
度表明を求められる機会が数多くある。も
ちろん遠ざけておくことが必要なこともあ
るが、それはせいぜい個⼈としてやり過ご
せるだけである。 
 

 
森⽥洋司編著（1985 年）『「いじめ」集団の構造に

関する社会学的研究』（科研費報告書、⼤阪市⽴⼤

学社会学研究室） 

 
男性の⽣活には、ホモソシアルな男性⽂

化にさらされて⽣きることを強いられる⾯
がある。男性性ジェンダーが降り注ぐよう
な⼈⽣の諸相がある。それを乗り越えるべ
きことがジェンダー公正の実現であること
はこの「臨床社会学の⽅法」の連載で扱って
きた事柄である。DV、虐待、性暴⼒、ジェ
ンダー暴⼒に共通して、多数派の男性に有
利にできあがっている関係性の構造があり、
多数派のなかを⽣きるなかで不断に遭遇し、
意思決定を求められ、⾏動を迫られるとい

う格闘を何らかのかたちで強いられる男性
の⼈⽣である。被害と加害のあいだを可視
化するために四層構造やさらに関係者を配
置していく作業は、男性⽂化の圧⼒への応
答を⾔葉にしていくことにとても意味があ
る。 
別⾔すると、暴⼒の連続体があるという

ことも導きだせる。たとえば軽微ないじり
のように機能し、男性同盟を強めることに
なる「下ネタトーク」がそうだ。セクシャ
ル・ジョークのような段階から男性⽂化が
機能する。そこに無理に参加させられる男
性たちである。類似の例として、トイレで新
⼊社員男性に上司が「勢いのないやつだな。
そんなことでこの会社でつとまると思う
か？」という性のメタファーを⽤いたいじ
りが性的な優劣とともに話される。逆の例
も多い。おそらく性暴⼒があったはずなの
に、過⼩評価する⾔葉群がある。「いかがわ
しい⾏為、⼥性とのトラブル、性的ないたず
ら」などである。旭川事件（北海道旭川市の
公園で⼥⼦中学⽣が死亡しているのが⾒つ
かった事件。いじめが原因の⾃殺だった。
性暴⼒が含まれていた）もいじめ事件とし
て処理される傾向が強い。	

 
2.映画「告発の⾏⽅」のインパクト 
性暴⼒に関わり観衆や傍観者の存在を指

摘した映画がある。「告発のゆくえ」である。
1983 年にマサチューセッツ州で起きた実
際のレイプ事件に基づいた映画だ。レイプ
の加害者だけでなく、それを周りで⾒てい
て、加害者たちを囃し⽴てていた⼈たちの
責任を問う構図となっている。彼らを犯罪
教唆者として裁けるか。男性であれば求め
られ無いのに、⼥性には要求される男性優
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位の社会が押し付ける理不尽な価値観（ダ
ブルスタンダード）を背景に成り⽴つレイ
プ神話を裁くことになる。そんなアンフェ
アな価値観の元、⼥性レイプ被害者が被害
を訴えても、ふしだらな⼥なんだから、酒場
で⽻⽬を外すような娘なんだから、襲われ
るのも当然というレイプ神話がこの映画で
扱われている。酒場にいた若い男が、レイ
プ事件が起きていると警察に通報した。後
を追うように出てきた半裸の⼥性。被害者
はサラ・トバイアス。酔ってマリファナを吸
っていた彼⼥を男たちがレイプした。事情
を聞いた地⽅検事補キャサリン・マーフィ
は、彼⼥とダンカン保安官を伴って捜査を
開始した。犯⼈側の弁護⼈が真っ向から戦
いを挑む。酒、薬物、誘発するような服装や
姿態など根拠に⼥性側にも問題があったと
いう。被害者に有利なことは少なく、被害
彼⼥は 3 ⼈の容疑は過失傷害という司法的
な取引きとなる。この事実を知ったサラは
キャサリンを責め、傷つく。そしてそんな彼
⼥を、レイプの際犯⼈達を⽌めるどころか
暴⾏を煽ったクリフがからかい、彼のトラ
ックにサラは何度も⾃分の⾞を激しくぶつ
けてくる。⼊院するサラを⾒舞ったキャサ
リンは、⼥性として検事として真にあるべ
き道を教えられ、さらに裁判の場で争うこ
とになる。レイプを煽り、そそのかした男
たちを「暴⾏教唆罪」で告発しようとした
のだ。サラの友⼈のウエイトレス、サリー・
フレイザーに暴⾏教唆犯を特定してもらう
が、その際サラが事件直前、暴⾏犯の 1 ⼈、
⼤学⽣のボブと寝てみたいとサリーに⾔っ
た事実が明らかになる。さらに窮地に⽴た
されたキャサリンは、事件の夜警察に通報
した若い男ケン・ジョイスを探し出すが、

彼はボブとの友情から真実を話そうとしな
い。裁判の⽇、サラが証⾔台に登った後、証
⼈として事実を語るのはケンだ。彼の⼝か
ら語られ⾃⽩のもとにさらされたショッキ
ングな事実が浮かび上がる。⼀⽅的な性暴
⼒と集団による辱めだったことが⽣々しく
語られる。陪審員の⼼が動き、暴⾏教唆の
罪となる。それは同時に、サラに対する暴
⾏の事実まで明らかにする判決となった
（アメリカ・1988 年）。 

これらは刑事事件となった出来事なので、
責任が重い傍観者や観衆の話である。観衆
や傍観者というより共犯性を把握する概念
である。社会的にはよりマイルドに同じよ
うな機能をもつ事態が多く、「共軛関係」と
いう⾔い⽅が暴⼒の⽂化を捉えるにはいい
「臨床社会学の⽅法（６）共軛関係」（第５
巻第 2 号、2014 年 9⽉、20 号）。囃し⽴て
ることの罪は単なる傍観者はない。さらに
遠巻きに存在する、別の⾔葉でいえば「サ
イレント・マジョリティ」、つまり沈黙する
多数派がいる。これは傍観者の別の⾔葉で
ある。共軛関係にある声なき多数派のこと
だ。 
 
3.誰が為のボランティア−「情けは⼈の為
ならず」− 

この点を別の⾓度からみてみる。ボラン
ティアとは何かという点である。阪神淡路
⼤震災後のボランティアの隆盛を受けて、
NPO活動が活発になり、法⼈格制度も整備
された。ここで表現している「善き隣⼈モデ
ル」はボランティア⾏動からの発想である。
1998 年、「きょうとNPOセンター」を創設
し、現在は理事⻑となっているが、創設時に
感じたことを以下のようにまとめた。 
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NPO やボランティアを語る⾔葉にはカタカナが

多いですね。それぞれにこれだ！という⽇本語が

ないのです。たとえば、ボランティアは、どう考え

ても「奉仕」ではない。では何がいいでしょうか。

「ただの仕事、無償の仕事、善意の仕事」などいろ

んな⾔葉が浮かんできます。そしてボランティアに

は「志願兵」という意味もあります。だから元来は

軍事⽤語です。⽇本語に置き換えてみると多様な意

味合いがあるので、むしろ翻訳語がないのをいい

ことに、ボランティアの広がりを感じとりたいと

思います。 

私も実にいろんなボランティア活動をしてきま

した。ボランティアが好きです。この中でボランテ

ィアをやったことがある⽅はおられますか？３分

の１程度ですね。どんなボランティアでしたか？

阪神・淡路⼤震災の時のボランティア、普段やって

いる⾼齢者へのサービスやデイケアセンターでの

お⼿伝い、お話ボランティア、お掃除のボランティ

ア、環境問題。いろんなボランティアがあります。

もちろん、体験がない⽅もいます。ボランティアな

んか嫌だという⽅もいます。 

ボランティアは不思議な活動です。ボランティア

から社会が⾒えてきます。社会の窓です。ボランテ

ィアをして⽇頃⾒えていなかったものが⾒えてく

る。今⽇は、こうした視点から、ボランティアの多

様性と社会性を考えてみたいと思います。ボランテ

ィアとは⼀体どんな社会⾏動なのかという話です。 

アメリカに何度か滞在したことがあります。アメ

リカではボランティアという⾔葉は⽇常⽤語にな

っています。たとえば、授業中に、「誰かこの問題

をやってよ」という場合、「Any volunteer?」と教師

がいいます。⾃発的に誰か⿊板でやってくれません

かという意味です。⾃発的にやる活動をボランティ

アと⾔うのです。 

⽇本ではボランティアというと⾝構えて、「いい

ことですが、私にはできませんね」とか、「ご⽴派

ですね」という返事が返ってきます。ずいぶんと違

和感があるようです。そして、「他⼈のためによく

やりますね」とも⾔われます。 

ボランティアをしている⼈の実感からすると、

本当は違うのです。⼀⾔で⾔えば、「情けは⼈のた

めならず」という格⾔にもあるように、⾃分のため

にやっているのです。⾃⼰満⾜のためといったらい

いすぎでしょうか。⾃分にも益があるからやってい

るのです。ではどんな益でしょうか。もちろんお⾦

をもうけるためではありません。⾃分のために⾏

うボランティア活動という視点から考えていきま

しょう(きょうと NPO センター編集『京都発NPO

最前線』京都新聞社、1999 年）。 

「情けは⼈のためならず」という格⾔は、
他⼈に親切にすると、その相⼿のためにな
るだけでなく、⾃分にもよい報いとなって
返ってくるという意味で使われている。思
いやりを持って助けたりしたことは、最終
的に⾃分に返ってくる。 
 具体的に考えてみる。所属する組織や団
体というコミュニティ規模で考えてみると
互助から社会がみえてくる。たとえば、救命
のことである。AED（⾃動体外式除細動器）
の例である。ポンプ機能を失った状態にな
った⼼臓に対して、電気ショックを与え、正
常なリズムに戻すための医療機器だ。2004
年 7 ⽉より医療従事者ではない⼀般市⺠で
も使⽤できるようになり、病院や診療所、
救急⾞はもちろんのこと、空港、駅、スポー
ツクラブ、学校、公共施設、企業等⼈が多く
集まるところを中⼼に設置されている。⼼
臓の動き（⼼電図）を⾃動解析し、電気ショ
ックが必要な⽅にのみ電気ショックを流す
仕組みになっている。2023 年中に⼀般市⺠
の⽅がAEDを使⽤した事例は、1,407 件と
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なっているという。この装置の使い⽅を知
っている隣⼈でありたいと思う。そうする
と⾃分が仮にそれが必要になった時にも救
命される関係性が成り⽴つ。この装置の使
い⽅を知るということもボランティアであ
る。傍観しているだけではない隣⼈という
ことだ。⽀援する対象が特定されるわけで
はない献⾎⾏動も同じで社会全体へのボラ
ンティアといえる。 

これを暴⼒にあてはめると、被害者を⽀
援すること、加害者対応を講じることの暴
⼒対策の両極のあいだに、加害者に加担す
ることになるような傍観者や観衆にならな
い存在、私たちの存在の有り様が問われて
いる。性犯罪あるいは必ずしも性犯罪とな
るわけではない広義の性暴⼒、ハラスメン
トやいじめが社会の⽿⽬を集めれば集める
ほど、良識をもって判断し、⾏動できる「あ
いだ」にいる⼈たちの存在の⼤きさが浮か
び上がる。たとえばジャニーズ問題。同時
代体験としても男性が被害者になる事態と
そこに絡め取られていく社会の側の課題が
⼤きいことが⾒えた。メディアやエンタメ
産業がつくりだす欲望のなかに渦まく性暴
⼒があったということになる。それはうす
うす漏れ出ていたことでもある。犯罪的な
⾏為をも含みこんで創作された欲望が⼀⼤
エンタメ産業を作り出していたことになる。
この事実がもたらした失望は⼤きいが、社
会が宿す、男性⽂化という共軛関係も無視
できない。 
メディアを舞台にした性暴⼒という出来

事は、そうした欲望やまなざしがそこに注
がれている視聴者もそれを⾒させられてい
ることになる。加害者の欲望によってつく
られたファンタジーあるいはまなざしを⾒

させられていたことになる。ジェンダー秩
序を強化する欲望の構造である。他にも京
都の花街のダークサイドを告発したまんが
（『京都花街はこの世の地獄~元舞妓が語る
古都の闇~』宮本ぐみ、桐貴清⽻、⽵書房 
2025 年 1 ⽉）、中居問題（⼥性とのトラブ
ルとしてしか表現されていないが）、なおく
すぶるジャニーズ問題が提起していること、
⼤阪地検検事正の性暴⼒時件（それは組織
防衛、⼆次加害もあったと被害者は訴えて
いる）など枚挙にいとまのない事態が続く。 

こうしたことはそれを⾒聞きする市⺠に
影響を与えている。どうすればよいのだろ
うか、何かできることはないのかと波⾵を
⽴てる事態が数多く可視化されている。傍
観者や観衆からの脱⽪のために、何かをせ
ねばならぬという⼼理的な負荷がかかる。 

 
4.パワーハラスメントから脱出することを
常識にするために 

そこで、加害者を追求するだけではない
回路を探るために、脱暴⼒をいかにして常
識とするのかについて、パワーハラスメン
トを把握する視点を考えてみた。「男性リー
ダーのパワーの濫⽤としてのハラスメント
について考える〜教養として⾝につけるジ
ェンダーの理解をもとにしてー」と題した
私へのインタビュー記事が掲載された（マ
イナビキャリアリサーチ Lab2024.12.03）。
それに追記して紹介しておきたい。 

社会のなかで頻度⾼くハラスメントとい
う⾔葉が流通している。⽬⽴つようになっ
てきたが以前から存在していたことが⾔葉
になってきただけだ。職場や学校でのいじ
め、ハラスメント、DVや虐待という暴⼒で
ある。他⼈事ではなく、いつ⾃分が加害者
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または被害者になるかわからない。そもそ
も現在の企業や団体のリーダーは、ハラス
メントという概念が流通していない頃に新
⼊社員として以前のリーダーの指導を受け
てきた。それが現在のリーダーになり、ハラ
スメント対応を迫られている。つまり、リ
ーダーや管理職は若い頃にはハラスメント
を含んだパワーの前に伏していた。 
1)「飲みニケーションで絆が深まる」とい

うフィクションが根強くある 
オールドボーイズネットワークと⾔われ

る、男性同⼠の結びつきが⽣まれやすい⼈
間関係が多くの企業や団体・組織に今なお
残っている。そうした職場では、「⼤きな仕
事は男性に任せたほうがいい」「飲みニケー
ションで職場の絆が深まる」といった虚構
（フィクション）が真実のように語られて
いる。そのような環境を望まない、あるい
は嫌う⼈にとっては⾮常に⼊りづらい環境
だといえるだろう。実際、このように考え
る⼈は、⼥性に限らず男性の中にもいるは
ずだ。 
⼤学⽣を⾒ていると、最近は個⼈主義を
好む傾向が強い。学⽣を終え、社会に出る
と、⾃分の主義に合わない企業には馴染め
ないことが想像できる。しかしそれは、本
⼈が仕事を嫌いなわけでも、できないわけ
でもないはずだ。若者は仕事そのものの価
値を追求したいと考えており、仕事以外の
⼈間関係を「うざい」と感じる。実際、今の
学⽣には「コンパ」といった⽂化はほとん
どなく、飲み会よりも会⾷がメインとなっ
ている。それも強制ではなく、あくまで⾃
由参加というスタイルが定着している。 
パワーを持つ者は、ハラスメントとは何か

に無知であると責任を問われる。集団主義

が⾏き過ぎると、「他のメンバーと同じこと
をやれ」といった同調圧⼒がリーダーのコ
ントロール志向を通して暗黙のうちに⽣ま
れる。そして、ここからはみ出した者には、
業績達成に向かうための⼠気を⾼めるため
の、従来型の問題解決⾏動が、ハラスメン
トという形で浮上する。問題解決の仕⽅を
アップデートしなければならない。 
私はジェンダーの問題として男性の暴⼒

についても研究しているので、暴⼒に関す
る相談をよく受ける。こうした問題を抑⽌
する鍵となるのは、パワーやコントロール
についての適切な理解と⾏動⼒のある指導
者の存在だ。それはハラスメントの加害者
にならないというだけではなく、どんなこ
とが被害となるのかについての理解と、さ
らに⾃らの組織の構成員が相互にハラスメ
ントに関⼼を持ち、冷淡な傍観者にならな
いというコミュニティ形成⼒も含まれてい
る。 
２）⼼理的な安全性 

⼼理的に安⼼できる組織となっているの
かどうかは、ハラスメント問題に端的に集
約される。暴⼒で問題を解決しようとする
傾向は⾃らの持つパワーの歪みに他ならな
い。問題解決のレパートリーが少ない。選
択肢が少ないことは脆弱さだ。そこで⾃ら
の中の資源としての地位に基づく⼒への依
存となる。 
地位が上にあることが男性に多いことも

あり、男らしさに関わるジェンダー問題と
いえるだろう。部下が⾃らの⼒を開発し、
発揮できるようにではなく⼒で押さえつけ
ることになる。こうしたジェンダーは男性
問題だ。 
⼥性へのハラスメントだけではなく男性
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にもハラスメントをする指導者はパワーを
濫⽤している。地位にふさわしいパワーは
不可⽋だが、その使い⽅が適切ではない。
それを判断するには知識がどうしても必要
だ。それは管理者の⼒ともいえるが、どんな
場合でも、分野を超えて必要な知識だとい
える。現代の組織⼈の教養ともいえる。 
ハラスメントを通して⼈を動かそうとす

ることは⾮合理的で、何が合理的かを適切
に思考できることが教養だ。感情や根性論
などの⾮合理的な考えに流されずに、合理
的に物事を選択できる能⼒が求められる。
教養は「リベラルアーツ」だと⾔われても
いる。それが必要だと思う。私はこれを「⾃
由に⽣きるための知性」と訳してきたが、他
者の⾃由を尊重することによって、相⼿か
らも⾃分の⾃由を尊重される関係を築くこ
とができるという意味である。教養は、どの
分野のリーダーにも必要とされる資質だ。
私は⼤学でも学部を超えて低学年に教養科
⽬を教えているが（「ジェンダーとダイバー
シティ」という科⽬である）、他者への想像
⼒が⼤事で、それが合わせ鏡のようにして
⾃⼰を豊かにしていくと話をすると響く。 

また職場によるが、管理職としてパワー
を持つ地位を男性が占めている場合が多く、
マジョリティ＝男性という構造にもなって
いる。マジョリティは特権を持っている。そ
れはジェンダーバイアスを意識しなくても
⽣きていくことができ、無⾃覚のままでも、
困らないという意味である。 
⼀⽅で、ジェンダーバイアスなどによっ

てそれ以外のマイノリティの⼈たちは負荷
をかけられ、社会的・経済的な格差に苦し
むことになる。だから、パワーを持つ者が
無知であることには責任が伴う。こうした

問題を解消するには、マジョリティが他者
の苦悩や負荷について無⾃覚になりがちな
こと、つまり「無知であること」を認めるこ
とから始める必要がある。いわゆる「無知
の知」だ。そして知らないことはつくられて
いて、意識的に⾔葉を創出されてこなかっ
たことも問題とされている。これは「認識
的不正義」として紹介した（「臨床社会学の
⽅法(26)認知的不正義̶加害者更⽣のため
に」第 10 巻第 2 号(通巻第 38 号)、2019 
年 9 ⽉）。知らないということは責任を伴う。 
３)従来の経験則を断ち切り、アンラーン
（学び直し）の機会を提供 

たとえば、ジェンダーの問題をイロハか
ら理解しているリーダー（管理職や経営陣）
はどのくらいいるのだろうか。上の世代を
模倣しているだけの経験則でしか物事を判
断できないリーダーが多いように感じる。
これでは職場環境は何も変わらないだろう。
この考えを断ち切ることが、今求められて
いる。 

それが「アンラーン（unlearn）」の概念で
ある。これまで⾝に付けてきた考え⽅をリ
セットして学び直す必要性がある。上の世
代から引き継いだことをそのまま実⾏する
だけでは、社会は旧態依然とした構造を再
⽣産するだけだ。これではイノベーション
には結びつかない。 
私⾃⾝、こうした社会に危機感を抱き、⼤
学の退職を機に、暴⼒やハラスメントをな
くすための研修や臨床相談をおこなう⼀般
社団法⼈ UNLEARNを創業した。学ぶこと
（LEARN）は必要だがそれを更新できる⼒
を同時に⾝につけておく必要があるという
意味だ。「連続の中の不連続」が知のイノベ
ーションである。そのためには深く掘り下
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げていくと横への展開が⾒えなくなるので
⾃由に⽣きるために横に繋がる知が要る。 
４)⼈格を攻撃する「モラルハラスメント」
−職場に潜む無⾃覚な（男性の）ハラスメ
ント 
職場ではセクシャルハラスメントやパワ

ーハラスメントが典型例として挙げられる。
教育現場ではアカデミックハラスメント、
家庭内であればドメスティックバイオレン
スや⼦ども虐待などがある。これらすべて
に共通しているのが「モラルハラスメント」
である。これは⼈格への攻撃である「⼈格
蔑視」にあたる。「お前はアホだ」「無能だ」
というような⾔葉の暴⼒で相⼿を精神的・
⼼理的に追い詰めていく。「モラルハラスメ
ント」はさまざまなタイプのハラスメント
に共通するので、⾮常に⼤きな暴⼒性を持
っている。中国からの留学⽣に聞いた。中国
語では「冷暴⼒」というそうだ。リアリティ
のある漢字だ。そして、そこにさまざまな変
数が絡み合う。私の研究室で訳した本（※1）
にマイクロアグレッション（⽇常⽣活に埋
め込まれた攻撃と善意の無⾃覚を扱ったも
の）も参考にしてほしい。 

たとえば、LGBTQ+の⼈に「彼⼥でき
た？」「彼⽒いるの？」「結婚まだ？」と聞く
ことは棘となる。異性愛中⼼主義だけで物
事を考えているからだ。こうした無⾃覚の
意識や⾔葉の中にも刃（やいば）を⾒出す。
マイクロアグレッションはアンコンシャ
ス・バイアス（無意識の思い込み）とともに、
知らず知らずのうちに⼈を傷つけてしまう。 
＊デラルド・ウィン・スー著／マイクロアグレッシ

ョン研究会翻訳『⽇常⽣活に埋め込まれたマイク

ロアグレッション――⼈種、ジェンダー、性的指向:

マイノリティに向けられる無意識の差別』（明⽯書

店、2020 年） 

５)他者を配慮する能⼒を⾼める活動に注
⼒する 
経営陣や管理職などパワーを持つリーダ

ーやマジョリティの、本来は多様な⼈から
なる世界、つまりダイバーシティの⾃覚が
求められる。多くの組織はすでに多様なは
ずだ。その⼈たちの能⼒を開花してもらう
ためにも「無知からの脱却」が第⼀歩だと
思う。ダイバーシティな世界を知ることを
阻害しているのは⾔葉がないことだ。ジェ
ンダーやダイバーシティの考え⽅は、この
ための⾔葉を豊かにしてきたフロンティア
分野だといえる。⾔葉がないことを「認識
的不正義」という。リーダーの可能性を広げ
るためにも⾃らが⾃由に⽣きるための知、
すなわち「教養」としてこうしたハラスメン
トの考え⽅を⾝につけておくのが良識とな
るのだろう。 
ダイバーシティについての⾒識や⾏動⼒

を⾝につけるために「第三の領域（サード
プレイス）」の開発が有益だ。仕事先でも家
族でもない時空間のことだ。私も⼤学でも
家族でもない領域として市⺠活動領域を多
く持っている。これは、管理職に多いとされ
る男性が「無知から脱却する⽅法」として有
効である。無償の活動だし、兼業的でもい
い。単に知識を増やすだけではなく、NPO
や NGO そしてボランタリーな領域で他⼈
のために時間を使う。そこで培う⼒は他者
への想像⼒である。ケア⼒ともいえる。パ
ワーハラスメントとして例⽰されている 6
つの類型（後述する参考）はその真逆だ。 

もっと⾝近にも実践できる。たとえば、結
婚している場合、その⾝近な他者は配偶者
です。妊娠している場合、出産前から 2 ⼈に
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よる共同作業を取り⼊れるのもいい。夫が
率先して家事洗濯をおこなったり、マタニ
ティブルーにならないよう配偶者に声をか
けたり、愚痴を聞いたりすることだ。最近
は、「パパ・ママ育休プラス」により育児休
業を推奨する動きが活発化し、育休を取る
男性も増えている。しかし、育休を取得して
からでは遅く、出産前から男性が⾃分の時
間を割いてケアする領域に積極的に関わる
ことで、男性のセルフケア能⼒も⾼めてい
くことができる。他者への配慮と⾃らへの
ケアは相関していく。 
参考：労働施策総合推進法ならびに令和 2 年厚⽣

労働省告⽰が定義する 6 つの類型 

・⾝体的な攻撃（暴⾏・傷害） 

・精神的な攻撃（脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴

⾔） 

・⼈間関係からの切り離し（隔離・仲間外し・無視） 

・過⼤な要求（業務上明らかに不要なことや遂⾏不

可能なことの強制・仕事の妨害） 

・過⼩な要求（業務上の合理性なく能⼒や経験とか

け離れた程度の低い仕事を命じること・仕事を与

えないこと） 

・個の侵害（私的なことに過度に⽴ち⼊ること） 

 
６)「ラポートトーク」を織り混ぜ、感情を
相⼿に伝えられるコミュニケーションを導
⼊する 

「レポートトーク」と「ラポートトーク」
を組み合わせたコミュニケーションも効果
がある。前者は業務報告です。たとえば、「今
⽇は晴れ、気温は 25℃。9 時に社内で打ち
合わせをして、11 時にA社に⾏って商談し
ました……」といった事実を伝えるコミュ
ニケーションである。⼀⽅後者は、⾃分の
感情や気持ちを相⼿に伝え、信頼を築くた

めのコミュニケーションを意味する。「今⽇
の仕事はとてもつらかった」「お客様からで
感謝されて嬉しかった」など。感情を添え
ることで、相⼿との共感や親密さが⽣まれ
やすくなり、話も弾む。 

こうしたケアを重視するコミュニケーシ
ョンは、男性が苦⼿とするケースが多いが、
意図的に取れるハラスメントを防ぐ効果が
ある。企業からは⽬標必達を求められるた
め、ノルマを背負わされて、弱⾳や気持ち
を吐露しづらい環境が⽣まれがちだ。これ
を打開するためには、上司となる⼈は、部
下の環境を理解してケアしていく姿勢が求
められている。 

しかし、上司⾃⾝が過去にそのような体
験をしておらず、むしろ男性的なカルチャ
ーを乗り越えて成功体験を積んできた⼈が
多いため、それを部下にも押し付ける傾向
がある。またリーダーの中には、パワーの濫
⽤とリーダーシップを混同している⼈も多
い。だからこそ意識的に「アンラーン」を実
践する必要がある。 
７）ハラスメントに対して、今⾃分ができる
ことを考え、⾏動に移す 
⼀般社団法⼈ UNLEARNでは、企業研修

で、「⾏動する傍観者」という⽴場から「ど
のように⾏動するか」を学ぶトレーニング
をおこなう。同僚が上司からハラスメント
を受けている現場に遭遇した場合に、周囲
の第三者も⾮常に悪影響を受ける。多くの
⼈が嫌な気持ちになったり、何も⾔い出せ
なかった⾃分に罪悪感を覚えたりしている。
また、いつ⾃分に⽕の粉が降りかかってく
るかわからないという恐怖を感じることも
ある。こうした状況が職場全体の雰囲気を
悪化させていく。⼼理的に安全・安⼼でな
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くなる。 
そこで第三者が「⾏動する傍観者」になる

ために何ができるのかを考える必要がある。
研修ではそのような場⾯での対処法につい
て、みんなでアイデアを出し合う。実際研
修の中では、参加者からはいくつもアイデ
アが出てくる。すぐに問題が解決できなく
ても、「僕は⾒ていたよ」「つらかったよね」
と声をかけて、励ますだけでも、⼤きな違
いを⽣むことができる。 

いきなり告発して上司や経営層と闘うこ
とはできなくても、それとは違う形で、⾃
分にできることを⼯夫しながら実⾏してい
くことが⼤切だ。こうした従業員たちの考
えや⾏動が職場での 1 つの新しい⼒になっ
ていく。専⾨家などが⼀⽅的に教えるだけ
ではなく、従業員⾃⾝が考えることで⾃律
的な⾏動に繋げていくことができる。さま
ざまなハラスメントやバイアスがある職場
では、こうした草の根的な取り組みが今後
ますます⼤事になってくると思う。 
リーダーは、⾃分で気づかないうちにパ
ワー（⼒）を持ってしまう。それは、その役
割を担う上では必要不可⽋な⼒だ。しかし、
そのパワーを有効に活⽤するには、教養の
あるリーダーの存在が重要だ。ここで紹介
してきたようなことを理解できる、知の⼒
を⾝につけて実装してほしいと思う。そう
したリーダーは実に魅⼒的だ。リーダーや
マジョリティは多くの場合、男性であるが、
必ずしも男性から⼥性という構造だけでは
ない。パワーを持った⼥性からパワーを持
っていない男性という形もあれば、同性同
⼠もある。まずはリーダーのハラスメント
についての⾒識の刷新だ。 

「あれをするなこれをするな」という「べ

からず集」的なハラスメントの知識を集積
することは最低限必要だが、マイクロアグ
レッションや無意識のバイアス、「無知の知」
が駆動⼒となって、すでに⾃らの組織に存
在しているダイバーシティを開花させるた
めの意識改⾰こそが、⾝近な環境を築いて
いく上で⼤事な⼀歩になる。 
 
５.隣⼈のもつ⼒−⽇常のなかから⽣成す
る脱暴⼒のエコロジーへ 
⾝近な環境のなかに脱暴⼒の思考と⾏動

を根付かせることで傍観者や観衆であるこ
とを防⽌したい。この連載でも紹介したこ
とがあるが、公衆衛⽣モデルをもとにした
未然防⽌の体系を提案してきた。内閣府の
会議でも紹介したし、いろいろな講演会で
も議論をしてきた。⽇常のなかから⽣成さ
せる脱暴⼒の空間やコミュニティ形成であ
る。これを「隣⼈のもつ⼒−⽇常から⽣成
する脱暴⼒のエコロジーへ」として体系化
していきたい。 

そのためにも暴⼒を振るってしまった⼈
への対応だけでは事後的であり、暴⼒の再
発防⽌はできても未然防⽌には⾄らない。
未然防⽌が脱暴⼒の鍵である。それは親し
い関係から⽣成する。1994 年に国連が国際
家族年とした際のスローガンは、Building 
the Smallest Democracy at the Heart of 
Society.だった。家族という⾔葉はない。⼆
者関係・三者関係の基礎（社会のハート部
分）から⺠主主義が⽣成するという意味だ。
善き隣⼈とはそういう⼈だと思う。 

 
なかむら ただし 

（⽴命館⼤学・臨床社会学、社会病理学） 
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先日まで、アソブロックは採用活動を行っていました。 

結果、3 名を採用。 

この採用活動の受付や一次面接の応対をつとめたのは、入社間もない新人の二人でした。 

以下は二人が書いたレポート記事です。

 

https://www.asoblock.net/contents/hajimete-mendan 

その中に、 

 

そういえば、実は今回の面談を担当することは一度断っていた。 

だって、わたしが入社してまだ 2 週間しか経っていなかったから。 

 

採用活動のフロントは新人が適任？ 

～人が育つ会社論～ 

2 週間前に入社した新人が、採用の一次面接官 

https://www.asoblock.net/contents/hajimete-mendan
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「入社して間もない自分が面談するなんて、失礼じゃないですか？」 

 

そう言ってみたけど、返ってきたのはこんな言葉だった。 

「アソブロックのことが勉強できるよ」 

「充実した時間をつくるのも、勉強だよ」 

 

とあります。 

ぼくは、意図して採用活動に社歴の若いメンバーをアサインしています。 

これまでの経験的に、その効果は大きいと思うからで、その理由を書いてみたいと思いま

す。 

 

1：新人の会社理解が深まる 

これが何よりの果実です。 

採用活動というのは、ドライに言えば大半が「お見送り」となる活動です。 

一方で、入社済の新人というのは、いちはやく戦力になってもらいたいと期待する人材で

す。選考を担当する中で、色々と質問を受けたり、説明をしたりしないといけないので、「私

はまだ新人なんで」なんて言ってはいられません。 

その結果、会社理解が加速します。 

 

2：脱：新人ポジション 

「一番の新人だから、分からないことがあっても仕方がない」 

これはその通りなのですが、それを口実にされては困ります。 

採用活動に参加すると、「いつまでも新人なわけではない」ことを自ずと実感します。また、

自らが選考をしている「来るべき新人」に負けるわけにはいかない、という気持ちも膨ら

みます。 

その結果、本人の歩みが加速します。 

 

3：中堅・ベテランだと上げない人材がピックされる 

「どうしてこの人がうちに合うと思ったのか？」と首をかしげたくなるような人材も二次

選考に上がってきますが、実はそれが大切です。 

そこには、新人とベテランの会社理解の差や、未来を見通す目の違いがあるからです。そ

して、必ずしもベテランのそれが正しいとは限りません。 

イノベーションの源泉のひとつは「人材」です（あとは「仕組み」と「環境」ではないか）。

イノベーションを起こしてくれそうな人をベテランが選ぶよりも、新人の勘に賭けた方が、

確率は高いかもしれません。 
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アソブロックには、いくつかのグループ企業があります。 

業種も違えば、勤務場所も違います。 

そもそも、デザイン会社のメンバーなどは、全員がリモートワークです。顔を合わせる機

会は、年に数回というメンバーもいます。 

 

ただ、一方で、特に若手に関しては、人と会うことで学ぶことが多いのも事実。そこで、

意図的に若手（20 代が中心）に関しては「混ぜる仕掛け」を散りばめています。 

そのひとつとして最近はじめたのが、この交換日記。バトンパス形式で、指名されたメン

バーは 2 週間以内に書いて、次の人にパスするのが決まりです。 

https://note.com/asb_response 

 

お読みいただくと分かるのですが、なんとなく、書き始めのお題を設定して次の人にパス

する流れができてきて、仕事以外の彼・彼女らの顔が見えてきます。 

グループの若手たちによる、交換日記 

https://note.com/asb_response
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ごはん会や、勉強会といったものも開催していますが、そういう場だと、どうしても役割

が決まってしまう面があります。チームの中で、振り分けたつもりはないけれど、なんと

なくいつもあなたがそれしてくれているね、というような。 

 

交換日記には、それがありません。 

100％の自分をさらけ出すことができます。 

加えて、デジタルネイティブ世代は、書くことにそれほど抵抗がありません。 

 

この取り組みは、当の若手たちにも好評のようです。 

対面の場で、「自己紹介を」と振られるよりも、日記で自己表現する方が、より自分らしさ

を見せやすいのかもしれません。 

 

 

文／だん・あそぶ 

「人の成長に資する場づくり」をポリシーに、アソブロック株式会社、株式会社 ea、有限会社 salvia、

株式会社小さな広場ほか、10 社近くの業態様々な会社の経営・運営に携わる。その独自の経営手法が、

働き方改革の流れで注目され、全国でワークショップや講演も行っている。21 年より対人援助学会理

事。24 年 4 月より軽井沢にある学校法人風越学園の理事。 

団遊の組織論；https://corp.netprotections.com/thinkabout/1536/ 

団遊の採用論；https://job.cinra.net/special/asoblock/ 

仕事を辞めたくなったときに；https://goo.gl/bFQdpC 

 

 

https://corp.netprotections.com/thinkabout/1536/
https://job.cinra.net/special/asoblock/
https://goo.gl/bFQdpC


36 

 

 

 

 

 

カウンセリングのお作法 第 42 回 

ＣＯＮ 

Counseling Office Nakajima 

カウンセリングオフィス中島 中島(水鳥)弘美 

～面接継続時のルールと家族の行動～ 

 

 

今回は、クライエントさんご家族がカウンセリングに来られて、面接継続を希望された

とき、今後の『約束事、注意点、守っていただきたい点』についてカウンセラーがどのよ

うに説明をし、対応しているのかについて話します。 

 

来所日時と来所メンバー  

大切なのは、二回目以降、面接予約日時を守って、事前に話し合った家族メンバーで来

所してもらうことです。ただし、さまざまな事情から面接を変更やキャンセルする必要が

あることも考えられるので、そのときは、どうするかについて事前に伝えます。 

キャンセルのルール  

子どもや家族の急病などで、カウンセリングの予約時間に来所することができない場合

は、可能な限り前日までに連絡をして予約の取り直しをお願いします。当日のキャンセル

の場合は、キャンセル料が発生することも前もって了解をとります。 
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全員そろって来所することができなくなった場合は、事情をうかがいます。 

来所できる人だけで来ることを了承するのではなく、事前に確認をしたメンバーがそろ

って、来所してもらうことを改めて確認します。基本的にルールの変更はありません。 

あいまいさ 

ほとんどのご家族が二回目以降の約束内容に基づいて継続面接がすすめられますが、と

きにルールに対してあいまいな行動がみられることがあります。 

例えば、当日、父親がほかの家族よりも 30 分遅れて面接に来所するなどです。もちろ

ん、いろいろな突発事項はありますので、全員そろわないと面接しませんなどということ

はありません。が、次回以降は、予約時間に来てもらうことを念押し、全員そろって面接

をスタートすることを重視している旨を伝えます。 

一方で、大事なこともあります。 

それは、カウンセラーにとって、家族のうちの誰かがいないときの家族の様子を把握す

ることです。 

父親がいないときの母親の様子、子どもの様子、また、父親が参加する前後の違い、父

親の参加後の様子、そして、誰かがいないとき、物事がどのように決まっていくのか、そ

のプロセスをつかむなど、貴重な場面であるともいえます。 

「ちょっとおききしたいのですが」の電話 

また、面接が終了し、次の面接日までの期間に、「ちょっとおききしたいのですが」と

か「次の面接までに話しておきたいことがあるのですが」などと、家族のうちのひとり

が、突然、連絡をしてくることも珍しくありません。 

そのような場合は、「電話では、お話をきくことができないので、もしも気になるよう

であれば、面接間隔を早めて、取り直してください」と伝えます。 

面接室以外のところで、家族のうちのだれかとカウンセラーが情報のやりとりをするよ

うな接点は、作りません。 

このようにして、家族面接をすすめるための基盤を固めていきます。 

ルールを伝えるタイミング 
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すべてのルールを、初回面接で説明することはできないので、必ず守ってもらいたいこ

とやカウンセラーが引き受けられないこと、できないことは、その都度、伝えます。 

面接当日に、交通渋滞のため少し遅れるかもしれないと前もって、連絡をいただく場合

もあれば、大幅に遅れて来られたりすることもあります。あらかじめ面接の終了時刻は決

まっているため、90分の面接時間を延長することはないことも伝えます。 

もちろん、予約時間を守ってご家族がそろって来所されるご家族がほとんどです。 

中には、 

「予約時刻の何分前に到着すればよいですか、5 分前ですか、10 分前ですか、それとも

ぴったり来た方が良いですか」 

と、家族のうちのどなたかが、厳密に確認されることもあります。この様子から几帳面

な行動ととらえることもできます。 

カウンセラーとの約束項目に対する行動の様子をみていると、それらが、『日ごろの家

族の行動のパターン』として、理解できるのです。そして、それらが現れる場面のひとつ

が、初回面接と二回目の面接の間にかけての家族の行動と考えています。 

家族の行動の特徴 

家族のいつもの行動と、いつもとは異なる変化が現れやすい、注目すべきポイントがあ

ります。 

まず、家族のうちの誰かが何かの課題を持っていて家族カウンセリングに来られる前、

つまりカウンセリングを受ける決心、家族での意思統一などが影響して家族に変化が見ら

れることがあります。予約をして面接に向かうことは、ある意味、一大イベントです。 

その次に注目すべきは、初回面接から二回目の面接までに起こるできごとです。 

特に二回目の面接までに生活の中で見られる家族の行動は、その後にも影響を及ぼしや

すいと考えられています。その理由のひとつが、それまで膠着していた状態から何かが始

まる新たなステージへの移行ということになります。 

 来所日時、来所メンバーに対する家族の対応や取り組みは、二回目面接がスタートする

までに現れていて、家族それぞれの物語がみられます。 
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晩年 

D･A･N 通信 
No.11 

2024.11.21（77歳6ヶ月）～2025.02.20（77歳9ヶ月） 

団 士郎 
近年、目にしたモノの中で、ダントツに驚いたのは「校閲」済で返送されてきた自著新刊「家族理解

の教科書・Graphics」の原稿だ。 

一年前、かなり膨大な原稿を複数の身近な人に読んで貰った。そこから出版できるボリュームに

スリム化し、とりあえずの初稿が完成した。これを発行元編集者・関係者複数に目を通して貰い、私

も気になるところには手を入れた。 

そして、前作「家族の練習問題～終わりのない旅～第 9巻」でも校正・校閲をお世話になった牟田

郁子さんにお願いをした。二百数十ページの三分の二はマンガ、残りが文章の本のゲラだ。 

しばらくして戻されてきたモノを見て驚愕した。ほぼ全ページに書き込みがあった。校正は表記語

句や漢字/カナの統一性や誤字脱字等がチェックされている。校閲は記述内容、挿入エピソード､ニ

ュースなどの事実確認、法の文言原文チェックと丁寧な裏取り・確認作業が行われていた。 

そして更に漫画のヒトコマヒトコマの絵への目配りがなされていた。「この人は最初ソックスを履い

ていますが･･･」、「この女性の胸元のブラウスの線が､後段にはないのですが」、「この人物は最初

上着を着ていますが、後半脱いでいます。それでよろしいか？」・・・。このような指摘が全ページに

続くのだ。 

私だけではなく､発行元の編集者も、それまで何を見ていたのだろうとガックリ、いやそうではな

い、ただただ凄い！とため息が出た。この工程を抜きに発行していたら､どうなっていただろうと思っ

た次第。 

そこでふと思うのだが、このマガジン。校正/校閲は執筆者お任せの方式をとっている。編集者と

しては相当な手抜き発行だと言えなくもない。だから十五年も継続できているのだとも言えるのだ

が、とにかくプロの仕事に脱帽だった。 



40 

 

11/21 

 自分の失敗じゃないから全然ストレスもない

し腹も立たない。 仕事場の宅配ボックスに他

の人の荷物を間違えて入れてしまったと伝票

が入っていた。滅多に見ない伝票だなぁと思っ

て電話をしたら平謝りだった。明日受け取りに

来て、向こうの私の荷物を受け取って、もう一

度届けるという。  

（夜遅く、間違ったお相手さんが荷物を手に来

訪。こちらに預かっておいたブツと交換して、にこや

かに落着。宅配業者には電話しておいた。） 

 

11/23 

 

 気に入っている白シャツだが、届いた時から

襟元が歪む。「何だこれは？」とシゲシゲ確認

したら二番目のボタンの位置がズレている。 

そこで小学校の家庭科授業以来かと思うほど

記憶にないボタンの付け替えをした。 裁縫箱

など取り出し、針に糸を通そうとして老眼を痛

感。サザエさんマンガの古典シーン感に苦

笑。ヤレヤレだ。 

11/25 

 昨日、日曜日は朝から家族心理学会の研修

「構造派家族療法」zoom版WSを担当した。

五時間があっという間に済んでしまった。 

（後日送られてきた多数のアンケートの声に、

少々感激した。Zoom実施でも、こんなに受け手

に届いているのだ。） 

前日の土曜日は次男が訪ねてきたのでい

つもの地元うなぎ「ちか定」で安定の満足。食

後も馴染みの洋菓子店パレットの新作ケーキ

４個を少しずつ賞味。 11月の連戦連投が無

事一息ついた。  

11/25 

 3 ヶ月に一度、同じことを書いているが対人

援助学マガジン 59号の一次締切が今日だっ

た。 新規連載が一つ、休載の知らせも複数

届く毎度の様子だ。 15年も繰り返している

と、これが私の暮らしのような気がする。と言

っても６０歳を過ぎてから始めたことだから、若

手を巻き込んだ、バトンタッチ準備十分の高齢

者の働き方。  

 

11/29 

 明日の静岡県裾野ＷＳに前乗り。週刊誌の

コラムで見た美術館に。 信州上田の信濃デッ

サン館も無言館は共にも訪れたことがある。こ

れらを作った窪島誠一郎の思いを展覧会にし

たというので来てみた。前に現地で観た時より

もいろんなものの輪郭がハッキリした。静岡県

https://pbs.twimg.com/media/GdMTyhCasAAWGDo.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gc6FerQaAAI8Vsr.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdC8O4UagAEfAZL.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdPlDb3aIAARDmG.jpg
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立美術館ってロダンのコレクションも凄い。

 

  

 

ここ 1 ヶ月ほどの間に、羊蹄山、岩木山、富士

山のそれぞれ美しい姿をながめる機会があっ

た。 どれも仕事のノリシロのような時間でのこ

と。前後左右、余白時間の使い方も大事だ。 

  

 

11/30 

 裾野市で 1日WS。 こじんまりだが楽しげ

に、笑いも多めで進行。 昨晩泊まったのはホ

テル・レンブラントという。フロントに「夜警」の

絵があったが意味がわからん。 富士山はす

ごい。どう、この秋晴れ。  

 12/1 

 どうでもいいようなこと。昨夜、EX予約直前

変更で早目の帰路を選んだら、この切符だっ

た。名古屋駅ホームでは 6号車を降りて 14

号車の乗車位置に移動。 

 すると目前に「きしめん住吉」が。10分余し

かないのでちょっと躊躇ったが玉子牛肉きしめ

ん注文。美味しく完食&列車到着、乗車！ 

https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WPJWcAAc2Cp.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WPJWcAAc2Cp.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WOeaMAAkqdN.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WOgboAEN9T7.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WOgboAEN9T7.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdmmJAPW8AABhRo.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdncRURWsAEfVcl.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WPJWcAAc2Cp.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WOeaMAAkqdN.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdh-WPBXYAA10lg.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdmmJAPW8AABhRo.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdmmJATWkAAiUCH.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdncRTsboAEzIth.jpg
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12/3 

 定例の対人援助学マガジン編集会議。定刻

18時ごろに大谷くん、千葉くんが来訪。 今回

はほぼすべての原稿がこの段階で届いてい

たので、ゆっくりしたものだった。長く繰り返し

ている作業なので、手違いも少ない。 あれこ

れ世相放談から、子どもの進路選択話へと漂

う。 

12/4 

 ご案内告知！12/18開催の「帰ってきたトー

クライヴ」第 11回の準備をしている。第一話

は前回に引き続いて、「ヒトコマ漫画の練習」、

第二話は多分、旅の話。いつもの講座とは異

なる演題です。私の話を聞いてみようと思わ

れる方は、shiro-san.comまでどうぞ。  

  

 

12/4 

 大腸ポリープの切除組織の検査結果を聞き

にクリニックに。 無事、何事もなく 2年に一度

くらいは検査をと言われ、寿命があったらと返

して笑い合う。 バスで河原町丸太町に出てラ

ンチと散策。良い本も見つける。街は美しい風

景で溢れている。  

    

12/5 

 今週末までと最終日が迫っていたので、大山

崎山荘美術館で開催中のアンドリュー.ワイエ

ス展に出かけた。平日昼頃なのに、なかなか

のお客さんだった。 山全体の紅葉が驚くほど

鮮やかで、それも見所、見頃かなと。 ここに

https://t.co/ozJn5s7MRk
https://pbs.twimg.com/media/Gd5EY2TbAAAFHoA.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gd7o-cAa0AUeVBL.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gd7o-b9a0AM0RYd.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GdncRURWsAEfVcl.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gdr92tcXoAA8Vrc.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gd7UER6a0AA2dxF.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gd7o-cAa0AUeVBL.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gd7o-b9a0AM0RYd.jpg
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足を伸ばすのは 30年ぶりくらいではないか。

予想以上に良かった。  

   

 

12/8 

 マガジン編集などで仕事場に籠っていたが、

本日はこのために立命館茨木キャンパスに。 

院生の報告、高校生の報告、中筋さんの話、

いろいろ想起することがあって楽しい。 長いこ

と関わってきた割に、私はぬるっとしている。

それが良さだと思っているからではあるが。何

もシャカリキにならない。  

   

12/9 

 ストレッチに行った後、混雑しているタリーズ

で、新刊の 2校。200ページ以上あるけれ

ど、スルッと読める。 くどくどした満足ではな

く、これくらい伝わったら十分本意ですなんて

読後感。 いつ頃発売になるかなぁ、楽しみ

だ。 

（2025／5／20発行 四月末にはご覧いただけ

るようです。） 

 

https://pbs.twimg.com/media/GeBV1fma0AAaQvv.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeBV1fla0AEYbjp.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeBV1fka0AQky0G.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeBV1fka0AQky0G.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeRNqf1aAAAE5Ac.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeBV1fma0AAaQvv.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeBV1fla0AA5eoU.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeRNqf1aAAAE5Ac.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GeWAH1PbwAAkVRg.jpg
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12/12 

 横浜日帰りの講演をこじんまりしたいい感じ

のホールで終了。書籍販売に来てくれていた

ホンブロックのスタッフと雑談して帰路に。孫と

会う予定は彼女が体調を崩したので正月まで

延期。 新横浜駅で早目の夕飯。目についた

ここでミニコースを食べたがどれも美味しかっ

た。オーディブルで「不毛地帯 3」を。 

  

 

12/13  

1月に平和ミュージアムでやる漫画展のた

め、新しい掛軸作りをタイトな日程で取り掛か

っている。 その合間に T君が京都での頼ま

れごとがあって来ると連絡してきたので、久々

の魚の美味しいスペイン料理店に。ゆっくり腹

一杯食べながらあれこれ歓談。（この翌日、仕

事の帰路に交通事故を起こしたとの知らせ。無事

だったらしいが驚く。事故は誰も避けられない。詳

報が本人の執筆者短針欄にあります） その後、

仕事場に戻って夜中、制作の続き。  

 

12/19 

 昨晩の「帰ってきたトークライヴ」の録画が早

速配信されてきた。 それを 2話とも、二時間

半ばかり聞いた。自分が昨日話したことを、今

日聞いているなんて、よほどのナルシストだと

言われるかもしれない。でも、聞いていて面白

かったんだもん。よく知っている話だし。当然

だけど。 

 

健康のため、歩いたほうがいいとは思って

いる。しかし最近鈍り気味だったので、今日、

鬼のように歩いている K君の FBを読んで、よ

し！と出発した。 京都御苑を抜けて同志社大

学から相国寺、出町柳と良い所が近くにある

https://pbs.twimg.com/media/GemD6MhaYAAPrUK.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GemD6MjasAEnKwb.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GesjjAQbsAQatAq.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfJkbB3b0AAGgwE.jpg
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なぁ。観光の人もたくさん。でも久々の 1万歩

近くは疲れて、途中でダウン気味のランチ。  

  

12/21 

先月に続いて青森空港に到着。お迎えがあ

って、今からむつ市まで、ロングドライブに出

発。  

    

12/22  

 

むつ市図書館で先日まで開いていた漫画

展の写真をもらった。掛軸がここのギャラリー

に映える。講演会は約二時間、好きなことを調

子よく喋り倒す。そこそこ笑いありで満足。    

12/24 

 世間はクリスマス・イヴ。山下達郎の定番曲

をちら耳しながら、来年 1月の漫画展の準

備。世話人の H さんが自宅に来てくれて､選

択、発送作業はテキパキ。 この間にむつ市

開催終了した掛軸宅配便が届く。こちらから発

送の段ボールも一つ集荷してもらう。 誰もが

きちんと仕事してくれるから成り立つ社会シス

テムだ。  

12/26 

 一年ぶり、恒例で歩き男Ｋ君来訪。 現役で

アレコレ多忙な者同士、話は公私とも多岐に

わたる。 歳をとると周辺事情の個別性が高ま

ることを実感しつつ、面白く話す。 しかしドンド

ン忘れていくのが高齢者同士の会話の残念な

ところか。彼が新しく購入した PCレッツノート、

色も私とお揃いなのではないかな。後半は行

きつけの店で美味い夕食も。（能登被災地で

大量パエリヤの炊き出しを継続中の店主）  

12/27 

 午後、あれこれ忙しそうなＣ君が時間を見つ

けて居座り話に来る。 短時間、要件を交換す

る話し方とは違った、何に展開していくのか、

自分でも興味深い対話は面白い。 初めて話

すなぁなんてことも色々出てきて不思議だ。 

締めは近くにオープンしたいぶり鳥料理店だ

ったかな？そんなところで夕飯。  

 

https://pbs.twimg.com/media/GfKuNypa8AA0JG4.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfTAH5DaIAAFPs2.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfTAH5EaEAAyf5y.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfY_jN8bsAAQf0U.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfY_jN5aYAAXea7.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfY_jN7bkAA-YgO.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfKuNyoaMAAoc50.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfTAH5DaIAAFPs2.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfTAH5EaEAAyf5y.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfY_jN7akAAeG9F.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GfY_jN8bsAAQf0U.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gf0w3mNawAAqkif.jpg
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12/28 

 木陰の物語第 299話をひとまず完成。二十

五年間、毎月 1話描き続けた 300話が間近

だ。 この間、連載環境はいろいろ変動してき

た。にもかかわらず続けられたのは、作品だ

けではなく、掲載する場所への工夫を意識化

してきたことが大きい。 いろんなものを続けて

いることがもたらす大きさを思う。  

 

12/29 

 自宅リビングに散乱していた段ボールを解体

して箱詰めし、床などに放置してあった多量の

本を別室の棚に無理やり運搬。 2年ぶりかな

ぁ、かなりなもんだろうと独り言。だが部屋の

見た目はあまり変わらない。 私以外の人に

はひどく散らかった部屋のままだろう。この報

われなさが掃除嫌いの要因だ。  

片付け中にこれが目に。安野光雅の後書き

風の短文を読み耽る。こんなふうに書いてみ

たいかなと思って、ノート PCを開く。 これでは

はかどるはずのない年末の掃除。誰にも注意

されないから余計だ。  

 

12/30 

 足元暖房と炊飯器を何も思わず同じコンセン

トで使ったらブレーカーが落ちた。一階台所の

配電盤を知っていたのでそれだと思っていた

ら違った。照明も暗くなった二階をあちこち探

しても不明。弱りきって家の図面を出してきて

一階のそこと同じ記号をやっと見つけて対応。

自宅なのに知らないこと多し。  

  

12/31 

 今日もダラダラ片付けをしているから、はか

どらない。でも誰も文句も言わないので気楽

だ。 その間に、薦めている人があった映像を

二つ。「密輸 1970」は映画館のポスターが印

象に残っていた。 「ルックバック」は自分では

選ぶことのないアニメ。でも少し、私も頑張

れ！と思った。絵がすてきだ。  

  

大晦日に自宅にプリンターが届いてセッティ

ング。全く正月を迎えようと言う気配のない作

業。新刊「家族理解の教科書 graphics」の牟

https://pbs.twimg.com/media/GgDByjaaYAIwXXm.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GgF8vvWaUAA-kRJ.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gf51pU2awAEDIZx.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gf8_oyGaQAABICR.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GgDByjaaYAIwXXm.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GgDByjabwAArejg.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GgF8vvWaUAA-kRJ.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GgF8vvVa4AAhzpK.jpg
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田郁子さん校正が届いているのでプリントア

ウトをして、今から読む。 ちょっと見ただけで

も書き込み事項がいっぱいで楽しみだ。  

 

1/1 

 明けましておめでとうございます。今年もどう

ぞよろしく。              2025.1.1.  

 

1/2 

 午後、娘と孫（女児、まもなく 4歳）が横浜か

らやって来た。正月気分はなかったのだが、

里帰りなので少しはそんな空気。アトリエ化し

てしまっていた二階リビングの大机を、一年以

上ぶりに食卓用に片付ける。娘も一階の気に

なっていた所を掃除する。これじゃ正月でなく

て年末だ。夕飯は私の作り置きカレー。  

1/5 

 帰省していた母子を京都駅で見送った。さ

あ、2025年のあれこれがスタートする。 

 孫の相手をしていると、大昔、私はあまり子

育てに参加していなかったのを思い出す。妻

は大変だったろうなぁなんて、今頃になって思

っても、何いってんのよってどやされそうだな。  

 

1/5 

 2025年 1本目の映画はこれ。 「陪審員 2

番」。クリント・イーストウッドは、長い間映画を

作ってきたから、こんな法廷物映画でも分かり

やすい結末にはしない。短い間に、善悪のは

っきりする物語ばかり見ていると、バカになる

とでも言っているのかな。誰の人生も都合の

いいところで区切れたりしない。  

 

1/7 

 プリンターが壊れて新しくするのに時間がか

かっていた。 やっと対人援助学マガジン 49

号を製本した。 web雑誌だし、こんな風にす

https://pbs.twimg.com/media/GgHaYVva8AAdwAz.jpg
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るのはコストを考えると不合理だ。 でも手に

取ってパラパラ拾い読みしたい欲望が抑えら

れない。  

 

 告知、今年最初の漫画展です。 1月 13日

から 30日まで。 日曜日は閉館ですので ご

注意ください。 私は 1月 18日土曜日正午か

ら、 会場にいる予定です。 立命館大学平和

ミュージアムの展示と連動して、私の掛軸マン

ガも、戦争と家族を意識したものを選びまし

た。 ぜひご覧ください。  

  

1/8 

 勉強会始めは、草津家族理解 ws。インフル

エンザなどの流行で欠席もある中、14名出

席。一時間余の話と事例検討ワイワイ。 終了

後、王将で夕飯を食べて、京都の仕事場に。

途中のコンビニで苺があったので購入。しかし

苺の葉っぱってこんな大きかったか。飛びそう

だなぁ。  

 

1/9 

 山崎豊子「不毛地帯」第四巻まで audibleで

聞いた。（ずっと前、単行本は目にしていたがボリ

ュームに圧倒されて手が出なかった）。最終第五

巻のアップは二月というので、つなぎに随分前

に読んだコミックス「凍りの掌」を再読した。 

「不毛地帯」第一巻はシベリア抑留の話が中

心だ。 数年前、零下 24度のハルビンを訪問

した時を思い出して、さらなる極寒の地でと震

え上がる。  

 

1/11 
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 通訳アリの不得意な設定の会をなんとか無

事にやり終えた。 ターラの本、日本語版出版

の経緯や、私に見える日本の児童福祉実践

の歴史、今のありようも話せて良かった。著者

パボさんの見た今の日本とフランスの違いも、

確かに！とうなづく。 基本的に漫画家スタン

スで話せて良かった。  

 

  

 

1/11 

 午後から三日間、恒例の KISWEC家族療法

ws。インフルなどある中、３３名の参加でスタ

ート。 聞いてる方はどうだかわからないが、

語る側のペースで思いのままストレスなく快調

に喋る。 そして実習もたっぷりだから、三日間

なんてあっという間だろう。参加者の皆さん、

楽しんでください。  

 

1/12 

 既読本をなぜ買うのか。 それは文庫版新章

が一つ、加わっていたからだ。 プロ野球の話

なのだが、落合博満がどのように嫌われた監

督だったかを、選手との間の驚くべき関係物

語で描いていた。 単行本発行時、こんな面白

いものはなかなかないと思って読んだ本を、

追加章だけ読んで、あとは Audibleで。やっ

ぱり面白い。  

  

1/13  

三日間のワークショップが終わった。次世

代スタッフと四人体制（後継者にらみ）で賑や

かに、参加者には喜んでもらえたと思う。 ア

ンケートにたくさん書いてもらったのを読みな

がら、30年以上続けることで蓄積されたプロ
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グラムの厚みを実感する。 さぁ、次の仕事の

準備だ。  

 

 

（感激のアンケート群。写メに撮った） 

1/15 

 今から京都駅で新幹線に乗継ぐ。自宅最寄

りの在来線膳所駅から京都まで 10分。まだ

随分、時間的余裕がある。 かつては時計替

わりになる正確さが常識だった JRが、安全確

認のためだと遅延を連発するようになった。そ

の結果、乗り遅れかとヒヤッとすることがあっ

たので、用心のための不信が根付いてしまっ

た。もう５分の乗り継ぎなんて曲芸は出来な

い。 

1/16 

 帰路、静岡駅で買ってきたのを食べた馴染

みがなかった鯛めし、今日お昼のお弁当の一

部に入っていて気付いた。 幕内より鰻弁当よ

り、コレだなと選択したのだが美味しい。とても

美味しい。タイのそぼろの味付けが好みだ。 

先ほど下車した、新幹線京都駅構内で松葉の

鰊蕎麦を食べてきたのに食い過ぎだ。  

  

1/17 

 ずっと気になっている本が、なかなか読めな

い。 280ページほどだから毎日 40ページ読

めば、一週間で終わる。 こう考えてカバーに

メモリを書いて読み始めた。 本日ノルマは終

了。もうちょっと読もうかな。 

（半分までいったところで、この著者、同じ事を繰り

返している粘着質のおじさんな気がして冷めた） 

 

1/18 
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 今日は午後、京都、国際平和ミュージアムで

開催中の家族漫画展会場に出かけた。  

  

下見の時の話よりまとまった空間展示は、

広さがあるので、ゆっくりマイペースてご覧い

ただけます。 鼓のような椅子に座ってじっくり

見ている方も。 珍しい方、そんなご縁でと驚く

方にも出会え、嬉しい事でした。次はいつ会場

に行けるかな？  

 

 

  

1/21 

 一日中、確定申告の準備。担当してくれてい

た税理士（義弟）が亡くなったので、今年どう

するかなぁと思案中。 夕刻、ねこから目線の

Ｋが相談にくる。あれこれ話した後、夕飯を食

べに出たが、2軒に振られて丸亀製麺に。 間

もなく 78歳のお爺だがよく食べる。  
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1/22 

 3月のぼむ漫画展用の掛軸版準備をしてい

る。かなり早目だが、ゆとりのある方がいい。

実は随分前から手はつけていたのだが、その

作業過程のこんな Photoshop加工作が残っ

ている。 ところがコレをどうやって仕上げたか

がわからない。古いバージョンのソフト。よくわ

からず使っていると時が経つと忘却。いまいま

しい老化だ！  

 

1/23 

 午後、2月にやる zoom講演の zoom打ち

合わせ。世話役は院の卒業生で、今や三人の

子の母である。 その後、約束していた来訪者

がお花を持ってきてくれた。 仕事場にあった

ワインの空瓶に、オブジェっぽく生けてみた。 

いろんな話をしていると、あっという間に時が

経つ。  

 

1/25 

 ちょっ久しぶりに明石海峡大橋を高速バスで

渡る。徳島市で開催の集まりに参加するため

だ。いいお天気で、1月下旬とは思えない。 

車中ずっと、向田邦子のこれを聴いている。昔

読んだものだが、こんな生々しいことを書いて

いたのかと驚く。昔は読めていなかったのか、

やっとそんな歳になったのか。  

   

1/26 

 昨日、今日、いろんな若い人たちと歓談す

る。 自分の担当は岡田隆介さんとのなんとや

ら‥で、気ままに楽しく発言して過ごす。午後

の対応のバリエーションとやらも、フワフワ聞

いていた。 今思っていることはたくさんあり、

それを言葉にすることに躊躇いもないが、結

論が言いたい訳ではない。  

 

1/28 

 夜中に新作第 300話の下書き完了。ペン入

れは明日の夜。明日(正確にはもう今日だけ

ど)は正午から漫画展会場に 2度目の出勤。 

28日午後、立命館平和ミュージアムにおりま

す。おついでがあったら足をお運びください。  

https://pbs.twimg.com/media/GiGlA5wbUAABLG6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GiGlA6AaQAEUbse.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gh6hSEoa8AAETcv.jpg
https://pbs.twimg.com/media/Gh-H-AJawAAWssO.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GiGlA5wbUAABLG6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GiGlA6BawAAxXV-.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GiM1z80bsAEHIVh.jpg


53 

 

 

 

1/28 

 audibleはこのところ向田邦子再び。ずっと

以前に、新刊が出ると必ず読んでいたのを、

朗読で聴いている。 中身は覚えていなかった

ものが多く情けない。 しかし、女性の朗読で

聞く短編の数々は、男の私が黙読していたも

のとは微妙に別物な気がしてならない。これ

は向田作品独特だな。  

 

1/29 

 午前 2時に第三百話が完成した。月刊連載

25年である。 この間に周囲の環境はいろい

ろ変化した。変わらなかったのは、私が月一

度、新作を書くことだった。 我ながら 25年、

300話は凄いと思う。自作なのに覚えていら

れないのもあるのは残念だが、これからも更

に重ねていこう。 

 

1/30 

 昨年末、近所の美味しいパン屋さんでクリス

マス包装のシュトーレンと書いたものを買った

ら、意外に高かった。一人で食べられるかぁと

思っていたが、美味しく食べた。 ネットでフッ

ツェルブロートというこの写真を見て注文し

た。さっき届いたので食べたら似たもので美味

しかった。ドイツっぽい。  

  

2/1 
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 高知でのWSに向かうため伊丹空港にい

る。 ランチは銀鱈西京焼き定食。食後のティ

ータイムはスタバのラテ。今朝届いていたこの

雑誌。A さんが Facebookで書いていたもの。

最初の鼎談、面白い。自分と似たことを言って

いるからそう思うのかもしれないが。  

 

 

2/2 

 南国市の希望ヶ丘学園を会場にWS。 十九

人の参加でワイワイ。2011年から訪れている

高知、コロナは挟んだが 15年前からである。 

約半数が初参加という、とても良いバランス。

新たに関心を持ってきてくれるのは嬉しい。貸

し出し DVDで自主勉強会経験の声も多い。  

 

2/5 

 

 仕事場の寝床の足元の棚に、家族の練習問

題 1-9巻のストックが 100冊あまりある。今

朝、寝起きにその一冊に手が伸びた。 忘れ

てはいなかったが、辻村深月さんがエッセイを

寄稿してくれていたのを思い出した。そこから

始まって次々読み出したら止まらなくなった。

「帯同赴任」なんて忘れていた。いいなぁ  
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2/6 

 昨日はマンガ集団ぼむの月例会。毎年ぼむ

展をやるギャラリー余暇庵でミャンマー支援マ

ンガ展を篠原が実施しているのに合わせて。 

 窓の外は一時、大粒の雪景色。和食のラン

チして近くのカフェで歓談。みんなリラックスの

良い顔をしているなぁと思った。 

（黄色いコートとハンチングの男性は 

マガジン連載の漫画家です。） 

  

    

2/6 

 

 「家族の練習問題」第一巻のコラムは作家の

沢木耕太郎さん、映画監督の大林宣彦さん、

デザイナーのセキユリヲさんがコラムを書いて

くださっている。豪華でしょ！ そして巻頭はこ

の物語から始まる。 

   

2/7 

 今週はじめからのニュース、天気予報に煽ら

れて、土曜日開催の東京WSへの新幹線が

不安になった。そこで前日出発することにし

た。 それなりの景色の琵琶湖岸から関ヶ原エ

リア。しかし浜名湖畔、浜松駅、富士山と静岡

県に入るとこれだ。 豪雪地帯のニュースを静

岡の人はどう思って見ているのかなぁ。  

  

  

2/8 

 audibleで今、これを聴いている。舞台は神

田神保町の古本屋。 今回のWS会場が神田

なので、その近くで見つけたのがすずらん通り

のホテルだった。 夕方付近を散策したら古書

店が楽しくて仕方ない。二軒目までで三冊も
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購入。カバンに入らないから打止め。食後のカ

フェで楽しい読書。 

 

 

  

2/9 

 昨日、東京WSを完了。今日は帰宅するだ

け。せっかくの東京、と思っていたらホテルで

新聞の小さな広告が目に入った。このマンガ、

最近再読した。何かの縁だと新宿住友ビル

に。 思いがけず興味深く、あれこれ見入って

しまった。そこそこ来場者もあり、映像も充実。

関連書もポチリ。後日の楽しみ。  

   

 

2/10 

 正午からきっちり一時間、ネットの育休コミュ

ニティの参加者に zoom講演会。 木陰の物

語を紙芝居のように三作見てもらって、ブレイ

クアウトルームで話し合ってもらった。 大学院

の教え子Ｔが企画依頼してきたもの。好評だっ

たようで、新たな読者が生まれたかも。  
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2/11 

 さあ、対人援助学マガジン第 60号の編集作

業を開始。連載原稿執筆者の皆さん、お忘れ

ないように 2月末に原稿をお寄せください。 

新たに連載してみたいと思われる方は、趣旨

を明記して編集長に打診してください。６１号

は 5月発行ですので、そこからも可能です。 

 

2/14 

 昨晩の zoom講座四回目が終わって、この

あと二月は月末までゆったりのスケジュー

ル。 今日はランチに近くの気になっていたお

店に。美味しくてパクパク食べ終えたら、お

勘定の時マスターに２００gペロリでしたねと

言われた。旨かったからね。 
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 昨日から亀岡のここでマガジン関係者合

宿。飲んで食べてお風呂も入って、あれこれ

よく話した。この宿、おしゃれなことを色々発

信している。お客も大勢だった。 以前マンガ

仲間と来た時も、ここ知っているなぁと思った

が、そうか昔の亀岡ハイツだ。施設職員との

泊まり込み交流会などした場所だ。  
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 昨日から月末まで、もっぱら仕事場作業の

日々になる。輪島WS、広陵町WSの準備。

マガジンの編集。 合間に Netflixや

Amazonプライムの面白そうなものを探る。 

映画「ブルーピリオド」はなんだか楽しめた。

絵を上手になりたい芸大受験生の話。こんな

風に努力したことがないなぁ。  
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